
リニア駅ができるまち飯田
［特集］

市では、リニアの仕組みや工事の状況、駅周辺
整備計画など、ご希望に沿った内容でリニアに
関するお話をさせていただきます。
（写真は飯田交通少年団への出前講座）
◉問い合わせ／リニア推進課（内線3322）

２０２２
（令和4年）

「リニア出前講座」 実施中
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リニア駅ができるまち飯田

市では代替地整備を進めています。丹保・北条地区代替地は令和３年６月末に完成し、その他の代替地は今年
春ごろまでの完成を目標に整備を進めています。

丹保・北条地区代替地
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特集：リニア駅ができるまち飯田

リニア関連道路事業の状況写真で見る

座光寺スマートＩＣ 座光寺上郷道路

国道１５３号飯田北改良

県道市場桜町線

【現状 （Ｒ３年１２月時点）】

【完成イメージ】
リニア関連事業図（駅周辺）

座光寺上郷道路

中央自動車道

●

●

●

マクドナルド

イオン飯田店
チャンピオン　

飯田店

G.S

ダイナム
長野飯田店

平安堂
座光寺店

元善光寺駅

フルーツライン

県道飯島飯田線

●

●

飯田高等学校

伊那上郷駅

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

飯
田
線

土
曽
川

●●

国道１５３号飯田北改良

県道市場桜町線
リニア駅周辺
整備エリア

座光寺スマートIC

丹保・北条地区
代替地

共和地区代替地

唐沢・宮の前地区
代替地

県が進めている国道１５３号飯田北改良、座光寺上郷道路、県道市場桜町線は、用地協議が整ったところから、
埋蔵文化財の調査（※）や工事が進められています。ネクスコ中日本と市で進めている座光寺スマートＩＣは、令和
３年３月に利用できるようになり、現在は周辺の道路工事を進めています。
※工事に先立ち、遺跡などの埋蔵文化財の発掘調査を行っています。

A

B

C

土曽川大橋北側の状況

リニア駅予定地付近の状況
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かざこし子どもの森公園
妙琴公園

飯田自動車学校

飯田市役所
飯田高等学校

飯田女子高等学校

イオン
飯田店

飯田養護学校

座光寺公民館
下黒田諏訪神社

中央
自動
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竜
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駅

桜町駅

伊那上郷駅

元善
光寺
駅

153

飯田文化会館

土
曽
川

松
川

松川右岸抗口

黒田非常口
保守基地

駅 部

松川橋りょう
天竜川橋りょう

⬇

阿
智
村
ま
で

【凡例】
トンネル区間
地上区間

飯田市内のリニア本線事業写真で見る

令和３年６月に工事契約し、現在工事計画の検討が進められています。
用地取得と座光寺地区の
環境保全対策を協議して
います。

駅部区間

令和３年９月に工事用トンネル（約３８０ｍ）の掘削が始まり
ました。今年も引き続き工事用トンネルを掘削し、完了次第、
本線トンネルの掘削に移行する予定です。中央アルプストン
ネルは岐阜県中津川市までの間で、総延長約２３.３ｋｍです。

中央アルプストンネル（松川工区（※））
令和３年７月から、文化会館北でトンネル
工事に向けた準備工事が始まりました。
今年も引き続き準備工事を進め、その後
非常口トンネルを掘削する予定です。風
越山トンネルの総延長は、上郷工区と合
わせると約５.６ｋｍとなります。

風越山トンネル（黒田工区）

令和３年３月に工事契約し、現在工事
計画の検討が進められています。

風越山トンネル（上郷工区）

高架橋・
天竜川橋りょう

※松川右岸坑口から萩の平非常口（阿智村）の区間

リニア本線事業はJR東海により進められます。

提供：JR東海

提供：JR東海

松川上流方向から

リニア本線
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特集：リニア駅ができるまち飯田

リニア駅のイメージ映像は
YouTube で
見ることができます。  ➡

リニアのまちづくり・いいだ

※リニア関連の詳細は市ウェブサイトをご覧ください。

●本線の工事に関すること

●駅周辺整備に関すること

●用地に関すること

リニア推進課　内線３３２２

リニア整備課　内線３３３２

リニア用地課　内線３３５１

問 い 合 わ せ

リニア駅周辺（駅前空間）整備事業

令和４年の主な予定

★中央アルプストンネル（松川）
工事用トンネル掘削完了後、本線トンネルが掘削される予定です。

★代替地整備事業
唐沢・宮の前地区代替地と共和地区代替地の整備がまもなく完了する予定です。
これにより、計画した全ての代替地が完成します。

今後は、各プロジェクトの検討状況や実施設計
について、市民の皆さんにお伝えし、ご意見をい
ただく場を設けていきたいと考えています。
飯田・伊那谷らしさを世界へと発信できる駅
前空間の整備に向けて、多くの方と共に考えて
まいります。

市では、平成２９年までにリニア駅前空間の「基本構想」と「基本計画」を策定し、令和元年１２月に「リニア駅周
辺整備基本設計」をまとめています。令和２年からは、基本設計の具体化に向け、道路や造成などの詳細な設計（実
施設計）を進めると同時に、有識者や専門家の皆さんと共に次の３つのプロジェクト体制で検討を進めています。

プロジェクト 次世代インフラ
プロジェクト

トータルデザイン
プロジェクト

ブランドクリエイト
プロジェクト

検討の内容

駅前広場における低炭素
エネルギーシステムの検討
次世代モビリティ（移動手
段）を活用した交通体系の
検討
次世代駐車場システムの
検討

など

デザインガイドラインの
とりまとめ
自然環境が持つ機能を活
かした空間や整備手法の
検討
大屋根のデザイン検討

など

地域の魅力発信に向けた
事業者との連携のしくみ
の検討
官民連携に向けた情報発信
の検討
施設運営や管理に向けた
しくみの検討

など

◀「結いの広場」
　南側から俯瞰イメージ

駅舎

１５３

２０22.2［広報いいだ］5



練習の成果を発揮する中学生（上町
正八幡宮）

りんご並木を明るくするために行った活動を紹介 受賞を報告した宮田会長（中央）

要望書を渡す飯田商工会議所原会頭

「安東家屋敷」の塀の塗り替え実演（春創てらす実行委員会主催）

官民一体となった誘致活動の推進を要望

猿の面（おもて）で厄災が「去る」ことを祈る（八重河内八幡社）

今年は「ＬＯＶＥ」をテーマに彩られた（橋北まちづくり委員会主催）
12月22日、飯田ＯＩＤＥ長姫高校が取り組む「地
域人教育」の成果発表会が行われました。地域の皆
さんと活動していく中で、地域への愛着が深まった
ように見え、頼もしい高校生でした。
　

飯田人権擁護委員協議会の宮田美惠子会長が法
務大臣表彰を受賞しました。人権相談や啓発活動な
どを平成22年度から長年取り組んでこられ、その
功績がたたえられました。

国の重要無形民俗文化財「遠山の
霜月祭」が12月４日から中旬にかけ
て、上村・南信濃地区の各神社で開催
されました。一昨年とは異なり、今回
は飯田下伊那の皆さんにも公開され
ました。
11日に開催された上町の正八幡宮

では、２年ぶりに子どもの舞が行わ
れ、小学生と中学生が息の合った舞
を披露しました。

12月22日、地元経済団体など28団
体がエス・バードを訪れ、「リニア時代
を見据えた、飯田下伊那地域への信州
大学新学部誘致に関する要望書」を南
信州広域連合の佐藤連合長（飯田市
長）に提出しました。
これを受けて、当地域の悲願である
4年制大学の設置実現に向け、官民が
一体となり誘致活動に取り組んでいく
ため、信州大学新学部誘致推進協議会
（仮称）を設立することが決まりました。

12月18日、「橋北春創てらす」が開催され、「春草通
り」内を巡るさまざまなイベントが行われました。
旧飯田測候所では同日、「北斗のまち橋北イルミ

ネーションフェスタ」の点灯式が行われ、１月７日まで
の期間中、一面に美しい輝きが広がりました。

世代を超えて盛り上がる

にぎわう橋北の冬

遠山の霜月祭信大誘致活動を本格化

春創てらす・橋北イルミネーション
地域人教育成果発表会

４年制大学を南信州に

高校生が地域で学ぶ
人権擁護委員協議会 宮田会長
法務大臣表彰受賞

しょうはちまんぐう

しゅんそう
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人の笑顔

今
が
ん
ば
っ
て
い
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こ
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し
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の
と
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に
備
え
、
自

分
が
望
ん
で
い
る
こ
と
、
ど
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よ
う
な
治
療
や
ケ
ア
を
受
け
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い
か
を
、
自
分
自
身
で
考
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信
頼
す
る
人
た
ち
と
話
し
合
う

こ
と
を
「
人
生
会
議
」
と
い
い

ま
す
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ア
ド
バ
ン
ス
・
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・

プ
ラ
ン
ニ
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グ
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と
も
い
い
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す
）。
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月
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「
い
い
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で
人
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の
日
と
な
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が
、
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ち
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だ
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低
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こ
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皆
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だ
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す
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人
生
の
最
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７
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以
上
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方
が
、
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の
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表
明
で
き
な
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な
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て
い
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い
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す
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そ
の
よ
う
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と
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に
、
今
ま
で
は
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家
族

に「
ど
う
し
た
い
で
す
か
？
」

と
医
療
者
は
問
い
か
け
て
い
ま

し
た
。
い
く
ら
家
族
と
い
え
ど

も
、
最
後
の
と
き
を
決
め
る
の

は
、
ど
う
し
て
も
後
味
の
悪
さ

が
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

と
き
、「
父
（
母
）
は
こ
う
言
っ

て
い
ま
し
た
。」
と
医
療
者
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
家
族

の
負
担
は
グ
ッ
と
軽
く
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

死
ぬ
と
き
の
話
と
い
う
と
重

苦
し
く
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、「
ど
う
死
に
た
い

か
」
を
話
す
の
で
は
な
く
、「
ど

う
生
き
た
い
か
」「
自
分
が
何
を

大
切
に
思
っ
て
い
る
か
」「
こ
れ

だ
け
は
や
っ
て
お
き
た
い
こ

と
」
な
ど
を
話
す
、
そ
う
い
う

場
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

実
際
に
は
、
こ
れ
ま
で
そ
ん

な
こ
と
は
話
し
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
方
が
ほ
と
ん
ど
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
あ
る
程
度

の
年
齢
に
な
れ
ば
、
自
分
の
中

で
は
考
え
た
こ
と
は
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
考

え
た
こ
と
を
、
う
ま
く
文
章
に

で
き
な
く
て
も
、
口
に
出
し
て

み
る
こ
と
で
改
め
て
見
つ
め
直

す
機
会
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
や
き
ょ
う
だ
い
か
ら
の
意

見
を
聞
く
と
、
自
分
だ
け
で
考

え
て
い
た
こ
と
と
は
ま
た
別
の

新
し
い
考
え
が
思
い
浮
か
ぶ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
分
の
た
め
に
も
大
切
な
こ

と
で
す
が
、
家
族
の
た
め
に
も

人
生
会
議
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

「
人
生
会
議
」

先月の 山崎志保さん（橋南）からのリレー

は
し
ば

ひ
さ
し

橋
場
久
司
さ
ん
（
東
野
）

が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
と
い
う
よ
り

も
、
挑
戦
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
最
近
赤

ワ
イ
ン
を
お
い
し
く
飲
め
る
よ
う
に
と
、
週

に
１
回
バ
ー
で
飲
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

白
ワ
イ
ン
は
お
い
し
い
と
思
っ
て
飲
め

る
の
で
す
が
、
ど
う
に
も
赤
ワ
イ
ン
が
苦
手

で
す
。
お
酒
は
大
好
き
で
す
が
、
赤
ワ
イ
ン

に
は
良
い
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
話
を
バ
ー
の
マ
ス
タ
ー
と
し
て

い
た
ら
「
赤
ワ
イ
ン
を
美
味
し
く
飲
め
な
い

の
は
も
っ
た
い
な
い
。」
と
言
わ
れ
、
飲
ん

で
い
る
内
に
お
い
し
く
な
る
も
の
だ
と
い
う

言
葉
を
信
じ
て
、
週
に
１
回
飲
む
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
か
、「
お
つ

ま
み
が
あ
れ
ば
大
分
お
い
し
い
か
な
。」
と

思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

赤
ワ
イ
ン
単
体
で
お
い
し
い
と
思
え
る

よ
う
に
な
る
ま
で
嗜
ん
で
い
く
今
日
こ
の
頃

で
す
。

やまぐち

山口ヤスミンさん
（飯田西中３年）

私の夢は、小児外科医になることです。私
のいとこが生後１０カ月の時、遊んでいたおも
ちゃが肺に入ってしまいました。そのため、
長い間入院をしました。しかし、彼は、小児
外科医のおかげで、生き残ったのです。彼が
家に帰ってきた時、私はとても幸せでした。
私は、小児外科医になって、たくさんの子どもを助けたいです。

子どもを救うだけではなく、その周りの人が笑顔になるのも助けた
いです。私は、みんながより多くの時間を一緒に過ごす手伝いをし
たいです。

やまだ たけし
市立病院　緩和ケア内科

山田武志  医師

た
し
な

～ 大学生からのメッセ
ージ ～

～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

私は観光をテーマとするゼミで学んで
おり、私たちのチームは「飯田市における
サステナブルツーリズム」について研究
をしています。先行研究では、持続可能
な観光に必要な要素や、飯田市民の横の
繋がりの強さなどについて学びました。そ
して、10月には現地調査を行いました。
実際に飯田に行って感じたことは、市

民の方々が飯田に対して誇りと愛着を
持っているということです。自然豊かな
街並みや公民館活動などによる住民同
士の助け合いが飯田の住みやすさに繋
がっていると強く感じました。一方で観光
に関しては、もとある資源を生かした飯
田の観光の魅力を外部の人に十分にPR
しきれていないと感じました。持続可能
な観光の発展にはある程度の集客も必
要になってくるため、市民と行政が協力
して飯田の魅力をより多くの人にアピー
ルすることが今後の課題ではないかと考
えました。
現地での調査やインタビューに協力し

てくださった皆様、本当にありがとうござ
いました。

りんご並木にて

観光のさらなる発展へ

宮崎 資子
法政大学国際文化学部３年

（神奈川県横浜市出身）
もとこみやざき

No.８５

正
月
２
日
、中
３
の
長
男

が
書
き
初
め
に
選
ん
だ
文
字

は
、「
緊
褌
一
番
」。恥
ず
か
し

な
が
ら
、私
に
と
っ
て
は
初
め

て
見
た
四
字
熟
語
で
し
た
。

調
べ
て
み
る
と
、「
気
を
引

き
締
め
、十
分
な
覚
悟
を

持
っ
て
事
に
当
た
る
こ
と
」。

ど
う
や
って
見
つ
け
て
き
た
の

か
、確
か
に
高
校
受
験
を
控

え
た
彼
に
は
ぴ
っ
た
り
の
言

葉
で
す
。

お
父
さ
ん
に
も
ぴ
っ
た
り
、

と
本
人
は
言
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、私
と
し
て
は
、い
い
言

葉
を
教
え
て
も
ら
っ
た
と
啓

示
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た

こ
と
で
し
た
。

ま
さ
に
今
年
は
、「
コ
ロ
ナ

禍
を
乗
り
越
え
、『
日
常
』を

取
り
戻
す
」と
い
う
難
し
い

課
題
に
取
り
組
む
年
。信
州

大
学
の
新
学
部
誘
致
、文
化

会
館
の
建
て
替
え
の
議
論
、

南
信
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
の

設
置
な
ど
な
ど
、大
き
な
課

題
も
目
白
押
し
で
、そ
れ
こ

そ
、褌
を
締
め
て
か
か
ら
な
い

と
な
り
ま
せ
ん
。

勉
強
机
に
向
か
う
の
を
逃

避
す
る
か
の
よ
う
に
時
間
を

か
け
て
何
度
も
書
き
直
す
長

男
を
横
目
に
、一
人
そ
ん
な

こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

仕
事
始
め
式
で
話
そ
う
と

も
考
え
ま
し
た
が
、私
と
同

じ
よ
う
に
漢
字
を
思
い
浮
か

べ
ら
れ
な
い
職
員
が
多
い
だ

ろ
う
と
推
測
し
て
、こ
ち
ら

で
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
文
章
が
皆
さ
ん
の
目

に
触
れ
る
頃
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
心
配
で
す
が
、

し
っ
か
り
気
を
引
き
締
め
て

臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぴ
っ
た
り
の
言
葉

き
ん
こ
ん
い
ち
ば
ん

ふ
ん
ど
し
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療
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受
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取
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は
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を
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、
ど
う
し
て
も
後
味
の
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そ
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、「
父
（
母
）
は
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と
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者
に
伝
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る
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が
で
き
れ
ば
、
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の
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の

で
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死
ぬ
と
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の
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と
重

苦
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く
感
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も
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せ
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が
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ど
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死
に
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を
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で
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生
き
た
い
か
」「
自
分
が
何
を

大
切
に
思
っ
て
い
る
か
」「
こ
れ
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そ
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に
は
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な
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と
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と
が
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と
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が
ほ
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ど
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も
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だ
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あ
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度
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に
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の
中
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は
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と
は
あ
る
の
で
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で
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。
そ
の
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え
た
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と
を
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う
ま
く
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に

で
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も
、
口
に
出
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て

み
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こ
と
で
改
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つ
め
直

す
機
会
に
な
り
ま
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子
ど
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の
意
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と
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し
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が
、
最
近
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ン
を
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く
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る
よ
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に
と
、
週

に
１
回
バ
ー
で
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む
よ
う
に
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い
ま
す
。
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ワ
イ
ン
は
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と
思
っ
て
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め

る
の
で
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が
、
ど
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に
も
赤
ワ
イ
ン
が
苦
手

で
す
。
お
酒
は
大
好
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で
す
が
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に
は
良
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記
憶
が
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り
ま
せ
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な
話
を
バ
ー
の
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と
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て
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ら
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イ
ン
を
美
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く
飲
め
な
い

の
は
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な
い
。」
と
言
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れ
、
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で
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る
内
に
お
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く
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る
も
の
だ
と
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言
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を
信
じ
て
、
週
に
１
回
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よ
う
に
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と
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に
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で
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で
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く
今
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こ
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で
す
。
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私の夢は、小児外科医になることです。私
のいとこが生後１０カ月の時、遊んでいたおも
ちゃが肺に入ってしまいました。そのため、
長い間入院をしました。しかし、彼は、小児
外科医のおかげで、生き残ったのです。彼が
家に帰ってきた時、私はとても幸せでした。
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たいです。
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山田武志  医師
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な観光に必要な要素や、飯田市民の横の
繋がりの強さなどについて学びました。そ
して、10月には現地調査を行いました。
実際に飯田に行って感じたことは、市

民の方々が飯田に対して誇りと愛着を
持っているということです。自然豊かな
街並みや公民館活動などによる住民同
士の助け合いが飯田の住みやすさに繋
がっていると強く感じました。一方で観光
に関しては、もとある資源を生かした飯
田の観光の魅力を外部の人に十分にPR
しきれていないと感じました。持続可能
な観光の発展にはある程度の集客も必
要になってくるため、市民と行政が協力
して飯田の魅力をより多くの人にアピー
ルすることが今後の課題ではないかと考
えました。
現地での調査やインタビューに協力し

てくださった皆様、本当にありがとうござ
いました。
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を
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も
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と
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に
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ス
の
感
染
状
況
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
心
配
で
す
が
、

し
っ
か
り
気
を
引
き
締
め
て

臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぴ
っ
た
り
の
言
葉

き
ん
こ
ん
い
ち
ば
ん

ふ
ん
ど
し

２０22.2［広報いいだ］9
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

３
回
目
接
種
（
追
加
接
種
）

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
に
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
の
接
種
も
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
こ
れ
か
ら
１２
歳
に
な
る
方

誕
生
日
を
迎
え
た
翌
月
に

接
種
券
を
お
送
り
す
る
予

定
で
す
。
お
手
元
に
届
き

ま
し
た
ら
、
接
種
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

▼
新
た
に
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
（
未
接
種
の
方
、
２

回
目
接
種
未
了
の
方
）

　
集
団
接
種
会
場
で
接
種
で

き
ま
す
。
市
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
ご
予
約
の
上
、

飯
田
市
の
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種

ワ
ク
チ
ン
接
種

２
２
４
５
８
７

　
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
３
回
目
接
種

○
医
療
従
事
者
、
高
齢
者
施

設
な
ど
の
入
所
者
と
従
事

者
　
２
回
目
接
種
の
６
カ
月
経

過
後
か
ら
接
種
で
き
ま
す
。

接
種
券
付
き
予
診
票
の
必

要
な
方
は
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
６５
歳
以
上
の
方

２
回
目
接
種
日
の
早
い
方

か
ら
段
階
的
に
、
接
種
券

付
き
予
診
票
を
お
送
り
し

ま
す
。

※
本
紙
２５
ペ
ー
ジ
も
併
せ
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
右
記
以
外
の
方

２
回
目
接
種
日
の
早
い
方

（
１８
歳
以
上
の
方
）
か
ら

順
次
、
接
種
券
付
き
予
診

票
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
最
新
の
情
報
や
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

消
火
器
を
設
置
し
て
い
る

事
業
所
な
ど
の
皆
さ
ん

　
平
成
23
年
に
消
火
器
に
関

す
る
規
格
省
令
や
点
検
基
準

な
ど
が
改
正
さ
れ
、
旧
規
格

消
火
器
は
令
和
４
年
１
月
１

日
か
ら
、
消
火
器
と
し
て
認

め
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
消
防
法
令
に
基
づ
い
て
消

火
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
建
物
な
ど
は
、
早

急
に
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
住
宅
の
消
火
器
は
交
換
の

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
メ

ー
カ
ー
が
推
奨
す
る
期
限
内

で
の
交
換
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
新
旧
規
格
の
見
分
け
方

○
製
造
年
が
2
0
1
2
年
以

降
の
も
の
は
、
旧
規
格
消

火
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
製
造
年
が
2
0
1
1
年
以

前
の
も
の
で
、
消
火
器
の

適
応
火
災
マ
ー
ク
が
「
普

通
・
油
・
電
気
」
と
、
絵

で
は
な
く
文
字
で
表
示
さ

れ
て
い
た
ら
旧
規
格
消
火

器
で
す
。

▼
不
適
切
な
訪
問
販
売
に
ご

注
意
く
だ
さ
い

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
狙
っ

て
、
不
適
切
な
訪
問
販
売

が
増
え
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
巧
み
な
説
明
で
高

額
な
消
火
器
を
販
売
す
る

事
例
が
あ
り
ま
す
。
不
信

に
感
じ
た
ら
は
っ
き
り
と

断
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
職
員
が
交
換
に
つ
い

て
説
明
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
が
、
販
売
は
行
い
ま

せ
ん
。
お
困
り
の
場
合
は
、

飯
田
広
域
消
防
本
部
や
各

消
防
署
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
広
域
消
防
本
部

　
予
防
課　
予
防
係

☎
０
２
６
５（
２
３
）６
０
０
２

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
▼
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
市
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
２
２
）４
５
８
５



２０2２.２［広報いいだ］11

住
民
税
非
課
税
世
帯
等

臨
時
特
別
給
付
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
た
住

民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
の
方

に
対
し
、
臨
時
特
別
給
付
を

実
施
し
ま
す
。

▼
対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
世
帯

○
令
和
３
年
１２
月
１０
日
時

点
で
飯
田
市
に
住
民
登
録

が
あ
り
、
同
一
世
帯
の
方

全
員
が
令
和
３
年
度
分
の

市
民
税
均
等
割
が
課
さ
れ

て
い
な
い
世
帯
、
ま
た
は
、

条
例
に
よ
り
住
民
税
が
免

除
さ
れ
て
い
る
世
帯

※
市
民
税
均
等
割
が
課
税
さ

れ
て
い
る
別
世
帯
の
方
の

扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る

場
合
は
対
象
外
で
す
。

○
令
和
３
年
１
月
２
日
以
降

に
飯
田
市
へ
転
入
さ
れ
た

方
や
令
和
３
年
度
住
民
税

が
未
申
告
の
方
を
含
む
世

帯
で
、
申
請
に
よ
り
支
給

要
件
に
該
当
す
る
と
認
め

ら
れ
た
世
帯

○
家
計
が
急
変
し
、
同
一
世

帯
の
方
全
員
が
、
令
和
３

年
度
分
の
住
民
税
が
非
課

税
で
あ
る
世
帯
と
同
様
の

事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
世
帯

▼
給
付
額

　
１
世
帯
当
た
り
１０
万
円

▼
給
付
時
期

　
３
月
上
旬
〜
（
予
定
）

▼
申
請
方
法

○
令
和
３
年
度
分
の
住
民
税

が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
へ

は
、
２
月
中
旬
に
世
帯
主

宛
て
に
支
給
要
件
確
認
書

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
載
し
て
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

○
令
和
３
年
中
に
飯
田
市
へ

転
入
さ
れ
た
方
、
住
民
税

未
申
告
の
方
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
家
計
が
急
変

し
た
方
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。
２
月
１５
日
㈫
か
ら

市
役
所
専
用
窓
口
で
受
付

開
始
の
予
定
で
す
。

※
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
福
祉
課

　
臨
時
特
別
給
付
金
担
当

　
内
線
５
７
９
７

（
受
付
／
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時

３０
分
～
午
後
５
時
１５
分
）

○
国
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
５
２
６
）１
４
５

（
受
付
／
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
含
む
、
午
前
９
時

～
午
後
８
時
）

臨
時
特
別
給
付
金

８
９
３
８
１

長
野
県
民
交
通
災
害
共

済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
市
で
は
、
長
野
県
民
交
通

災
害
共
済
の
令
和
４
年
度
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
共
済
は
、
交
通
事
故

に
遭
い
、
け
が
を
し
た
り
亡

く
な
ら
れ
た
り
し
た
場
合
に

長
野
県
民
交
通
災
害
共
済

８
８
９
８
８

見
舞
金
が
支
払
わ
れ
る
制
度

で
す
。

▼
見
舞
金
額

入
院
・
実
通
院
２
日
以
上

２
万
円
～

死
亡
１
０
０
万
円

▼
会
員
期
間

○
３
月
３１
日
ま
で
に
加
入

４
月
１
日
～

令
和
５
年
３
月
３１
日

○
４
月
１
日
以
降
に
加
入

会
費
納
入
の
翌
日
～

令
和
５
年
３
月
３１
日

▼
申
込
方
法

○
申
込
書
（
２
月
中
旬
に
全

戸
配
布
）
に
会
費
（
１
人

４
０
０
円
）
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
各
組
合
（
隣
組
）
で
取
り

ま
と
め
を
行
う
場
合
も
あ

り
ま
す
。

※
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
に
通
う
お
子
さ
ん

は
、
各
園
・
学
校
で
取
り

ま
と
め
ま
す
。

▼
申
込
受
付
場
所

○
市
役
所
Ａ
棟
会
計
窓
口
・

証
明
書
発
行
窓
口
、

　
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
、

　
り
ん
ご
庁
舎
市
民
証
明
コ

ー
ナ
ー

○
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
と
郵
便
局
除
く
）

※
受
付
時
間
は
、
市
役
所
開

庁
時
間
中
、
各
金
融
機
関

の
営
業
時
間
中
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
危
機
管
理
室

　
交
通
安
全
係

　
内
線
２
４
３
５

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載内容が変更になる場合があります。
最新の情報は市ウェブサイトをご覧いただくか、各問い合わせ先にご確認ください。



ムトスまちづくり推進課 空家等対策係
内線544２ 　　６３５５２

住んでいない  家  をお持ちの方へ家

空き家を解体すると更地となった宅地が売却
できることがあります。
※更地にすれば管理が大変楽になります。

空き家を中古住宅として売却できることがあ
ります。

空き家を処分すると
気持ちが大変楽になります。
一度検討してみませんか。

◉空き家の処分については
　お近くの不動産業者にご相談ください。
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軽
自
動
車
な
ど
の
名
義

変
更
・
廃
車
の
手
続
き

　
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど

を
譲
渡
し
た
り
、
廃
車
処
分

し
た
り
し
た
場
合
は
、
所
定

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
税
に
は
月
割
課

税
制
度
が
な
く
、
４
月
１
日

現
在
の
登
録
名
義
人
が
そ
の

年
度
の
税
金
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
手
続
窓
口

○
軽
自
動
車
、
１
２
５
㏄
を

超
え
る
バ
イ
ク

l
長
野
県
飯
田
地
区
自
家
用

自
動
車
協
会

　
（
鼎
切
石
５
１
２
３
）

☎
０
２
６
５（
２
２
）０
４
５
０

l
各
自
動
車
販
売
店

※
こ
れ
ら
の
事
業
所
は
、
軽

自
動
車
検
査
協
会
や
自
動

車
検
査
登
録
事
務
所
を
代

行
し
て
い
ま
す
。

○
原
付
バ
イ
ク
、
農
耕
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
な
ど

市
役
所
税
務
課
Ａ
１
窓
口
、

上
村
・
南
信
濃
自
治
振
興

セ
ン
タ
ー

※
上
村
・
南
信
濃
地
区
以
外

の
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

を
持
参
し
て
の
廃
車
手
続

き
の
み
取
り
扱
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
諸
税
係

　
内
線
５
１
４
３

軽
自
動
車　

手
続
き

６
８
１
２
６

確
定
申
告
は
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ

が
便
利
で
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
（
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ
）」
を

利
用
す
れ
ば
、
ご
自
宅
か
ら

申
告
書
を
提
出
で
き
、
窓
口

に
お
越
し
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
感
染
症
対
策
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
前
に
必
要
な
準
備

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
ま
た
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
ご
準

備
く
だ
さ
い
。
事
前
に
税

務
署
な
ど
で
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
方
式
の
手
続
き
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
な
ど
を
お
持
ち
で
な
い

方
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
印
刷
し
て
郵
送
で
税
務
署

に
提
出
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー

ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

☎
０
５
７
０（
０
１
）５
９
０
１

　
（
受
付
／
月
～
金
曜
日
）

確
定
申
告　

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

　
所
得
税
・
個
人
消
費
税
・

贈
与
税
の
確
定
申
告
相
談
会

場
を
次
の
と
お
り
開
設
し
て

い
ま
す
。

▼
受
付
期
間
・
時
間

　
３
月
１５
日
㈫
ま
で

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）

午
前
８
時
３０
分
～

午
後
４
時

▼
場
所

　
飯
田
高
羽
合
同
庁
舎
１
階

　
（
高
羽
町
６
│
１
│
５
）

▼
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す

入
場
整
理
券
は
当
日
会
場

で
配
布
し
ま
す
が
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
国
税
庁
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
で
事
前
に
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

所
得
税　

申
告

６
８
４
１
８

国
税
庁

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
入
場
整
理
券
の
配
布
状
況

に
応
じ
て
、
後
日
の
来
場

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
税
務
署

☎
０
２
６
５（
２
２
）１
１
６
５

※
自
動
音
声
案
内
が
流
れ
た

ら
「
２
」
を
押
し
て
く
だ

さ
い
。

所
得
税
・
個
人
消
費
税
・

贈
与
税
の
申
告



６カ月前納

１年前納

２年前納

毎月納付（割引無し）

納付書・クレジットカード納付

98,850 円

１９5,780円

３８3,810円

年間１９9,32０円（１６,61０円×１２カ月）

割引額割引額

８1０円

３,５4０円

１４,５9０円

口座振替納付

※納付額・割引額は、令和3年度の金額です。令和4年度分は変更になる予定ですので、ご注意ください。

令和３年度 前納した場合の納付額 【参考】

１,１3０円

４,１8０円

１５,85０円

９8,530円

１９5,140円

３82,550 円

③の対象となる方（接種したことのない方）
年 齢 生 年 月 日
７０歳
７５歳
８０歳
８５歳
９０歳
９５歳
１００歳

昭和２6年４月２日
昭和２1年４月２日
昭和１6年４月２日
昭和１1年４月２日
昭和 6年４月２日
大正１5年４月２日
大正10年４月２日

～
～
～
～
～
～
～

昭和２7年４月１日
昭和２2年４月１日
昭和１7年４月１日
昭和１2年４月１日
昭和 7年４月１日
大正１6年４月１日
大正１1年４月１日
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国
民
年
金
保
険
料
お
得

な
１
年
・
２
年
前
納

　
国
民
年
金
保
険
料
に
は
、

ま
と
め
て
前
払
い
す
る
こ
と

で
割
引
さ
れ
る
「
前
納
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
納
付
に
は
、
納
付
書
（
現

金
納
付
）、
口
座
振
替
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
方

法
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
６
カ

月
前
納
、
１
年
前
納
、
２
年

前
納
が
あ
り
ま
す
。

▼
納
付
書

○
６
カ
月
前
納
・
１
年
前
納

は
、
４
月
初
旬
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
る

納
付
書
で
期
限
ま
で
に
現

金
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

○
２
年
前
納
を
希
望
の
場
合

は
、
市
役
所
、
自
治
振
興

セ
ン
タ
ー
、
飯
田
年
金
事

務
所
の
い
ず
れ
か
で
、
事

前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
口
座
振
替

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機

関
、
市
役
所
、
自
治
振
興

セ
ン
タ
ー
、
飯
田
年
金
事

務
所
の
い
ず
れ
か
で
、
２

月
末
ま
で
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
な
ど
）、
年
金
手
帳
、

預
金
通
帳
、
口
座
届
出
印

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
は
現
金
納
付
よ

り
も
割
引
率
が
高
い
で
す
。

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

市
役
所
、
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
、
飯
田
年
金
事
務
所

の
い
ず
れ
か
で
、
２
月
末

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
な
ど
）、
年
金
手
帳
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
（
本

人
・
配
偶
者
以
外
の
名
義

の
場
合
は
同
意
書
が
必

要
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
市
民
課　
市
民
窓
口
係

　
内
線
５
４
２
９

○
飯
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
６
５（
２
２
）３
６
４
１

国
民
年
金　

前
納

８
９
４
７
１

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
費
用
の
助
成

　
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象

年
齢
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
期
限
ま
で
に
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
過
去
に
高
齢
者
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
（
ニ
ュ
ー
モ

バ
ッ
ク
ス
Ｎ
Ｐ
）
を
接
種
し

た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
助
成

対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

①
昭
和
３１
年
４
月
２
日
～
昭

和
３２
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方

②
接
種
日
時
点
で
６０
歳
以
上

６５
歳
未
満
の
方
の
内
、
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
（
心

臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の

機
能
障
が
い
、
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
の
障
が
い
）
を
お

持
ち
の
方

③
令
和
３
年
度
に
下
表
の
年

齢
と
な
り
、
今
ま
で
に
接

種
し
た
こ
と
の
な
い
方

※
③
の
方
は
、
予
診
票
を
再

発
行
し
ま
す
の
で
、
飯
田

市
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
回
数　
１
回

▼
本
人
負
担
額

　
４
０
０
０
円

▼
接
種
期
限　
３
月
３１
日
㈭

▼
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課　
健
康
推
進
係

　
内
線
５
５
１
３

肺
炎
球
菌　

予
防
接
種

７
０
４
３
０

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載内容が変更になる場合があります。
最新の情報は市ウェブサイトをご覧いただくか、各問い合わせ先にご確認ください。
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「広報いいだ」は昨年10月号から月１回の発行となりました。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

情
報
伝
達
試
験

　
地
震
や
武
力
攻
撃
の
発
生

を
お
伝
え
す
る
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達

試
験
を
行
い
ま
す
。

　
情
報
は
防
災
行
政
無
線
の

ほ
か
、
い
い
だ
安
全
・
安
心

メ
ー
ル
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

で
も
配
信
し
ま
す
。

▼
日
時

　
２
月
１６
日
㈬

　
午
前
１１
時
ご
ろ

▼
放
送
内
容

○
チ
ャ
イ
ム

○「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

の
テ
ス
ト
で
す
。」
３
回

○「
こ
ち
ら
は
、
広
報
い
い

だ
で
す
。」

○
チ
ャ
イ
ム

▼
問
い
合
わ
せ

　
危
機
管
理
室

　
危
機
管
理
係

　
内
線
２
４
３
０

Ｊ
ア
ラ
ー
ト　

試
験

７
８
７
６
７

年
金
の
源
泉
徴
収
票
は

再
発
行
で
き
ま
す

　
源
泉
徴
収
票
や
準
確
定
申

告
用
源
泉
徴
収
票
は
、
紛
失

し
た
り
、
破
損
し
た
り
し
た

場
合
に
再
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
電
話
で
申
請

基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で

き
る
も
の
を
ご
用
意
の
上
、

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
か
飯

田
年
金
事
務
所
へ
お
電
話

く
だ
さ
い
。

※
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご

利
用
さ
れ
た
場
合
、
受
付

か
ら
発
送
ま
で
２
週
間
程

度
か
か
り
ま
す
。

▼
年
金
事
務
所
窓
口
で
申
請

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
で
ご

予
約
の
上
、
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
書
類
（
年
金

手
帳
な
ど
）、
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
方
が
手
続
き
す
る

場
合
は
、
委
任
状
（
本
人

の
署
名
が
あ
る
も
の
）
と

国
民
年
金　

再
発
行

８
９
４
６
９

川
本
人
形
美
術
館

関
羽
入
館
券
発
売
中

　
商
売
繁
盛
・
入
試
合
格
の

神
様
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

三
国
志
の
武
将
・
関
羽
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
入
館
券
を
販
売

中
で
す
。
受
験
生
の
合
格
お

守
り
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
販
売
期
間

　
３
月
３１
日
㈭
ま
で

▼
販
売
価
格

　
４
０
０
円

　
（
特
製
の
封
筒
つ
き
）

▼
購
入
方
法

川
本
喜
八
郎
人
形
美
術
館

受
付
で
お
買
い
求
め
く
だ

さ
い
。

川
本
喜
八
郎
人
形
美
術
館

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

○
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
日
本
年
金
機
構
）

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

○
飯
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
６
５（
２
２
）３
６
４
１

※
開
館
情
報
を
ご
確
認
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
川
本
喜
八
郎
人
形
美
術
館

☎
０
２
６
５（
２
３
）３
５
９
４

飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

技
能
展

　
訓
練
生
の
１
年
間
の
成
果

を
発
表
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
２
月
１９
日
㈯

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

　
飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

　
（
東
新
町
２
│

３０
）

▼
主
な
内
容

○
各
科
訓
練
生
が
制
作
し
た

作
品
の
展
示

○
即
売
コ
ー
ナ
ー

編
物
、
和
裁
や
洋
裁
、
木

材
工
芸
な
ど
の
小
物
類
、

踏
み
台
、
縁
台
、
道
具
箱

な
ど
の
木
工
品

○
体
験
コ
ー
ナ
ー

木
造
建
築
科
と
木
材
工
芸

科
に
よ
る
工
作
コ
ー
ナ
ー
、

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
２
Ｄ
・
３

Ｄ
）
体
験
コ
ー
ナ
ー

※
入
校
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

の
訓
練
内
容
説
明
や
入
校

手
続
き
の
受
け
付
け
も
行

い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
職
業
訓
練
法
人
飯
田
協
会

　
飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

☎
０
２
６
５（
２
３
）５
８
４
４

飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

８
９
７
４
３



令和２年度
「素敵なパートナー女（ひと）と男（ひと）」 標語 

入賞作品の紹介

下伊那郡松川町　北村 貴

寄り添って助け合って
シェアして生きる女と男

★優秀賞 【一般の部】

きたむら たかし
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貯
水
槽
水
道
の
届
け
出

と
適
正
管
理
の
お
願
い

　
貯
水
槽
水
道
と
は
、
建
物

な
ど
で
使
用
す
る
水
道
水
を

い
っ
た
ん
受
水
槽
な
ど
に
た

め
て
、
各
家
庭
や
事
務
所
な

ど
に
給
水
す
る
設
備
で
す
。

次
の
２
施
設
は
、
法
令
な
ど

に
基
づ
き
、
届
け
出
と
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
届
け
出
て
い
な
い
場
合
は
、

早
急
に
環
境
課
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

▼
簡
易
専
用
水
道
管
理
基
準

簡
易
専
用
水
道
と
は
、
受

水
槽
の
有
効
容
量
が
１０
㎥

を
超
え
る
も
の
で
す
。

○
年
１
回
、
受
水
槽
清
掃

○
年
１
回
、
検
査
機
関
に
よ

る
検
査
と
受
水
槽
点
検

○
汚
染
防
止
の
た
め
、
定
期

的
に
受
水
槽
や
マ
ン
ホ
ー

ル
な
ど
の
点
検

○
週
１
回
、
残
留
塩
素
確
認

○
使
用
時
、
水
の
色
、
濁
り
、

臭
い
、
味
そ
の
他
の
状
態

の
異
常
確
認

▼
準
簡
易
専
用
水
道
管
理
基

準準
簡
易
専
用
水
道
と
は
、

受
水
槽
の
有
効
容
量
が
１０

㎥
以
下
の
も
の
で
す
。

○
年
１
回
、
受
水
槽
清
掃

○
汚
染
防
止
の
た
め
、
定
期

的
に
受
水
槽
や
マ
ン
ホ
ー

ル
な
ど
の
点
検

○
週
１
回
、
残
留
塩
素
確
認

○
使
用
時
、
水
の
色
、
濁
り
、

臭
い
、
味
そ
の
他
の
状
態

の
異
常
確
認

※
ご
不
明
な
場
合
は
、
水
道

の
維
持
管
理
を
お
願
い
し

て
い
る
業
者
な
ど
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課　
環
境
保
全
係

　
内
線
５
４
６
３

貯
水
槽
水
道

３
０
７
８
８

森
林
経
営
管
理
制
度

意
向
調
査
の
実
施

　
森
林
経
営
管
理
法
が
平
成

３０
年
５
月
に
成
立
し
、
森
林

経
営
管
理
制
度
が
始
ま
り
ま

森
林
経
営
管
理
制
度

８
８
７
４
１

し
た
。
こ
の
制
度
は
、
森
林

所
有
者
が
自
ら
管
理
す
る
こ

と
が
難
し
い
森
林
に
つ
い
て
、

市
町
村
が
森
林
所
有
者
の
意

向
な
ど
を
把
握
し
て
、
今
後

の
森
林
管
理
や
整
備
に
つ
な

げ
る
も
の
で
す
。

▼
対
象

１０
年
以
上
間
伐
や
除
伐
な

ど
を
し
て
い
な
い
私
有
の

人
工
林
を
所
有
す
る
方

▼
期
間

市
内
全
域
の
対
象
者
に
、

複
数
年
か
け
て
順
次
お
願

い
し
ま
す
。

※
三
穂
・
山
本
・
南
信
濃
地

区
の
一
部
か
ら
始
め
ま
す
。

▼
内
容

所
有
す
る
森
林
の
状
況
や

今
後
の
管
理
方
法
を
お
答

え
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
林
務
課　
里
山
保
全
担
当

☎
０
２
６
５（
２
４
）４
５
６
７

ご
縁
結
び

in
南
信
州
い
い
だ

　
市
内
で
、
出
会
い
と
交
流

を
演
出
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る

婚
活
ツ
ア
ー
＆
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
す
。

▼
対
象

○
男
性
２０
～
３５
歳
の
市
内
在

住
の
独
身
の
方

○
女
性
２０
～
３５
歳
の
県
内
在

住
の
独
身
の
方

※
男
性
は
当
日
朝
の
「
事
前

セ
ミ
ナ
ー
」
に
ご
出
席
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
時

　
３
月
５
日
㈯

○
男
性
／
午
前
８
時
２０
分
～

○
女
性
／
午
前
９
時
２０
分
～

▼
場
所

コ
コ
ロ
フ
ァ
ー
ム
ビ
レ
ッ

ジ
、
天
龍
峡
ほ
か

▼
定
員　
男
女
各
１０
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。
ツ
ア
ー

の
当
選
は
詳
細
通
知
の
発

送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
参
加
費

○
男
性
／
４
０
０
０
円

○
女
性
／
２
０
０
０
円

▼
ご
家
族
の
方
へ

参
加
対
象
と
な
る
方
に
ぜ

ひ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

㈱
南
信
州
観
光
公
社
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
締
切

　
２
月
１７
日
㈭

▼
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課

地
域
福
祉
推
進
係

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
２

南
信
州
観
光
公
社

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載内容が変更になる場合があります。
最新の情報は市ウェブサイトをご覧いただくか、各問い合わせ先にご確認ください。
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カ
ラ
ス
対
策
講
演
会

　
カ
ラ
ス
の
専
門
家
か
ら
、

カ
ラ
ス
の
生
態
や
行
動
パ
タ

ー
ン
を
お
聴
き
し
な
が
ら
、

効
果
あ
る
カ
ラ
ス
対
策
を
考

え
ま
す
。

▼
日
時

　
２
月
２０
日
㈰

　
午
前
１０
時
～
正
午

▼
場
所

　
み
な
み
ち
ゃ
ん
ホ
ー
ル

　
（
鼎
東
鼎
２
８
１
）

▼
講
師

　
塚
原
直
樹
さ
ん

（
㈱C

row
Lab

代
表
取

締
役
）

▼
問
い
合
わ
せ

飯
田
市
鳥
獣
被
害
対
策
協

議
会
事
務
局
（
農
業
課
）

☎
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
７

カ
ラ
ス
対
策
講
演
会

８
９
２
８
９

「
猫
町
倶
楽
部
」

山
本
多
津
也
氏
講
演
会

　
日
本
で
は
最
大
級
と
な
る

読
書
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
猫

町
倶
楽
部
」
の
主
宰
を
さ
れ

飯
田
市
立
図
書
館

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

　
１
月
１
日
付
け
で
次
の
お

二
人
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

▼
委
嘱
を
受
け
た
方

○
藤
本
敬け
い
こ子

さ
ん

（
伊
賀
良
地
区
、
新
任
）

○
橘
祐ゆ
う
ぞ
う三

さ
ん

（
山
本
地
区
、
再
任
）

▼
人
権
擁
護
委
員
と
は

人
権
擁
護
委
員
法
に
基
づ

い
て
、
人
権
相
談
を
受
け

た
り
、
人
権
の
考
え
を
広

め
た
り
す
る
活
動
を
し
て

い
る
方
々
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

飯
田
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
（
長
野
地
方
法
務
局
飯

田
支
局
内
）

☎
０
２
６
５（
２
２
）０
０
１
４

ぎ
や
ま
ん
工
房

と
ん
ぼ
玉
づ
く
り

　
弥
生
時
代
の
遺
跡
や
古
墳

か
ら
出
土
す
る
ガ
ラ
ス
製
の

「
と
ん
ぼ
玉
」
を
昔
の
作
り

方
で
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

多
少
の
コ
ツ
を
つ
か
め
ば
、

誰
で
も
作
れ
ま
す
。

▼
対
象

　
小
学
生
高
学
年
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

※
大
人
の
み
の
参
加
可

▼
日
時

　
２
月
２０
日
㈰

午
前
９
時
３０
分
～

１１
時
３０
分

▼
場
所

　
上
郷
考
古
博
物
館

▼
受
講
料

　
３
０
０
円

※
博
物
館
の
展
示
観
覧
料
は

含
み
ま
せ
ん
。

▼
定
員

　
１２
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
初

参
加
の
方
を
優
先
に
し
た

上
で
抽
選
を
行
い
ま
す
。

▼
申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
参
加
経
験
の
有

無
を
明
記
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
締
切

　
２
月
１３
日
㈰

※
開
催
３
日
前
ま
で
に
参
加

の
可
否
を
ご
連
絡
し
ま
す
。

※
開
催
日
が
感
染
警
戒
レ
ベ

ル
５
以
上
に
な
る
こ
と
が

判
明
し
た
時
点
で
開
催
を

中
止
と
し
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
上
郷
考
古
博
物
館

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

　

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
６

kouko
@

iida-m
useum

.org

ぎ
や
ま
ん
工
房

８
９
２
４
０

て
い
る
山
本
多
津
也
さ
ん
か

ら
、
本
に
つ
い
て
語
り
合
う

こ
と
の
楽
し
さ
を
お
聴
き
す

る
講
演
会
で
す
。

▼
日
時

　
２
月
２７
日
㈰

　
午
前
１０
時
～
正
午

▼
場
所

　
中
央
図
書
館
研
修
室

▼
講
師

　
山
本
多
津
也
さ
ん

　
（「
猫
町
倶
楽
部
」
主
宰
）

▼
受
講
料

　
無
料

▼
定
員

　
４０
人

▼
申
込
方
法

中
央
・
鼎
・
上
郷
図
書
館

窓
口
、
電
話
、
図
書
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
申
込
フ
ォ
ー

ム
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
締
切

　
２
月
２４
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
央
図
書
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６



発表順 項　　　　　目 時　代 担　当

５ 図書館ー資料の調べ方、楽しみ方

１

２

３

４

発掘調査の成果から
～遺跡から出土した陶器・磁器など～
江戸時代の科学から
～市岡家資料～
中世の仏教美術から
～聖徳太子絵伝～

江戸時代

江戸時代

鎌倉～室町時代

歴史研究所

文化財保護活用課

美術博物館
図書館

美術博物館

飯田城主から見た城下町
～堀家初代城主親昌の手紙～ 江戸時代

伊那谷の自然と文化　学びあい講座　開催内容
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伊
那
谷
の
自
然
と
文
化

学
び
あ
い
講
座

　
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
の
特

色
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
入

門
者
向
け
の
講
座
で
す
。
城

下
町
飯
田
の
成
り
立
ち
に
焦

点
を
当
て
、
市
の
各
社
会
教

育
機
関
の
担
当
者
が
そ
れ
ぞ

れ
発
表
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

明
日
、
人
に
教
え
た
く
な

る
！
～
城
下
町
飯
田
の
成

り
立
ち
に
つ
い
て
、
オ
モ

シ
ロ
イ
と
こ
ろ
を
紹
介
し

ま
す
～

▼
日
時

　
２
月
２７
日
㈰

　
午
後
１
時
～
３
時
３０
分

▼
場
所

　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
内
容

　
下
表
の
と
お
り

▼
受
講
料

　
無
料

▼
定
員

　
５０
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

学
び
あ
い
講
座

８
８
９
５
３

と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
受
付
締
切

　
２
月
２３
日
㈷

※
開
催
日
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
警
戒
レ
ベ
ル

５
以
上
と
な
る
こ
と
が
判

明
し
た
時
点
で
中
止
と
し

ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
文
化
財
保
護
活
用
課

　
文
化
財
活
用
係

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

飯
田
ア
カ
デ
ミ
ア

第
９３
講
座

　
歴
史
本
の
編
集
に
長
年
携

わ
っ
た
講
師
か
ら
「
学
術
出

版
が
め
ざ
す
べ
き
編
集
方
法

と
は
何
か
」
に
つ
い
て
お
聴

き
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
１１
月
１４
日
か
ら

延
期
し
て
い
る
講
座
で
す
。

▼
テ
ー
マ

私
流　
歴
史
の
本
の
つ
く

り
方
│
編
集
者
と
し
て
考

え
て
き
た
こ
と
│

▼
日
時
・
内
容

　
３
月
１９
日
㈯

○
第
１
講

　
原
典
を
編
む
と
い
う
こ
と

　
―
読
め
る
史
料
集
と
は

　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

○
第
２
講

　
歴
史
を
読
み
取
り
伝
え
る

　
―
岩
波
新
書
の
編
集
作
法

午
後
３
時
２０
分
～

４
時
５０
分

▼
場
所
・
定
員

①
市
役
所
本
庁
舎
Ｃ
３
１
１

～
３
１
３
会
議
室

　
４０
人

②
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講

　
申
込
者
全
員

▼
講
師

　
井
上
一
夫
さ
ん

　
（
元
岩
波
書
店
取
締
役
）

▼
資
料
代

　
５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
無
料

※
市
役
所
で
受
講
す
る
方
は

当
日
集
金
し
ま
す

※
ご
自
宅
な
ど
で
受
講
す
る

方
に
は
申
し
込
み
時
に
支

払
方
法
を
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

飯
田
ア
カ
デ
ミ
ア

２
０
２
２
０
３
１
９

※
受
講
場
所
と
電
話
番
号
も

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
締
切

　
３
月
１１
日
㈮

※
開
催
日
の
１
週
間
前
に
開

催
可
否
を
判
断
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
歴
史
研
究
所

☎
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

　

０
２
６
５（
２
１
）１
１
７
３

iihr
@

city.iida.nagano.jp

（
休
所
／
日
・
月
曜
日
、

祝
日
）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載内容が変更になる場合があります。
最新の情報は市ウェブサイトをご覧いただくか、各問い合わせ先にご確認ください。



令和２年度
「素敵なパートナー女（ひと）と男（ひと）」 標語 

入賞作品の紹介

竜丘地区　牧内 正勝

生き方やり方見直して
感謝と理解で

ひとりひとりの豊かな人生

★入選 【一般の部】

まきうち まさかつ
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「広報いいだ」は昨年10月号から月１回の発行となりました。

地
域
史
講
座
①

　
王
子
製
紙
の
開
発
が
遠
山

谷
の
山
林
と
山
里
の
姿
に
及

ぼ
し
た
影
響
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
今
後
の
山
里
の
あ
る

べ
き
姿
や
木
材
利
用
の
可
能

性
を
考
え
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

南
信
濃
の
木
材
利
用
を
考

え
る 

王
子
製
紙
以
降
の

山
里

▼
日
時

　
3
月
5
日
㈯

　
午
後
２
時
～
４
時

▼
受
講
場
所
・
定
員

①
南
信
濃
公
民
館

　
40
人

②
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講

　
申
込
者
全
員

▼
講
師

　
樋
口
貴
彦

（
歴
史
研
究
所
調
査
研
究

員
）

▼
報
告

○
須す
な
が永
次
郎
さ
ん

　
（
暮
ら
し
と
建
築
社
）

○
太
田
仙
一

　
（
歴
史
研
究
所
研
究
員
）

▼
コ
メ
ン
ト

　
金か
な
い
け
い
い
ち
ろ
う

井
渓
一
郎
さ
ん

　
（
㈱
金
井
山
素
材
）

▼
受
講
料

　
無
料

▼
申
込
方
法

電
話
、
F
A
X
、
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
受
講
場
所
と
電
話
番

号
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
締
切

　
3
月
3
日
㈭

※
開
催
日
の
１
週
間
前
に
開

催
可
否
を
判
断
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
歴
史
研
究
所

☎
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

　

０
２
６
５（
２
１
）１
１
７
３

iihr
@

city.iida.nagano.jp

（
休
所
／
日
・
月
曜
日
、

祝
日
）

地
域
史
講
座

２
０
２
２
０
３
０
５

地
域
史
講
座
②

　
明
治
期
の
川
路
地
区
の
景

観
に
つ
い
て
、
当
時
の
地
図

史
料
と
最
新
の
情
報
技
術

「
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」
を
活
用
し
て
読

み
解
き
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

明
治
の
地
図
史
料
を
読
む

―
旧
川
路
村
役
場
文
書
と

歴
史
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
試
み

▼
日
時

　
３
月
１２
日
㈯

　
午
後
２
時
～
４
時

▼
場
所
・
定
員

①
川
路
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

　
４０
人

②
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講

　
申
込
者
全
員

▼
講
師

　
福
村
任み
ず
き生

　
（
歴
史
研
究
所
研
究
員
）

▼
受
講
料

　
無
料

▼
申
込
方
法

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
受
講
場
所
と
電
話
番

号
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
締
切

　
３
月
１０
日
㈭

※
開
催
日
の
１
週
間
前
に
開

催
可
否
を
判
断
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
歴
史
研
究
所

☎
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

　

０
２
６
５（
２
１
）１
１
７
３

地
域
史
講
座

２
０
２
２
０
３
１
２

iihr
@

city.iida.nagano.jp

（
休
所
／
日
・
月
曜
日
、

祝
日
）



飯田シルバーコーラス
かざこし （合唱）

月２回
第２・４火曜日 １３：３０～１５：３０ 文化会館

万葉会
（百人一首かるた会）

月１回
第１週の平日 １０：００～１５：００ 鼎公民館

エンジョイビデオクラブ
（教室ではなくサークル形式）

月２回
第２・４水曜日

１８：３０～２１：００（第２水）
１9：３０～12：００（第4水）

書道会
（年１回作品展があります）

月２回
第１・3金曜日 １５：００～１６：３０ 事前に確認

さんとぴあ
飯田

教　室　名 開 催 日 時　間 場　所 会費など
入会金 
月会費

１,０００円
１,０００円

入会金
年会費
月会費

１,０００円
１,０００円
１,６００円

月会費１,０００円

生きがい教室 内容
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市
営
住
宅
・
県
営
住
宅

入
居
者
募
集

　
市
営
住
宅
と
飯
田
下
伊
那

内
の
県
営
住
宅
へ
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

▼
入
居
予
定
日

　
４
月
１
日
㈮

▼
募
集
期
間

２
月
９
日
㈬
～
１８
日
㈮

午
前
８
時
３０
分
～

午
後
５
時
１５
分

　
（
土
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
抽
選
日
時

○
県
営
住
宅

　
３
月
７
日
㈪

　
午
前
１０
時
～

○
市
営
住
宅

　
３
月
７
日
㈪

　
午
後
２
時
～

▼
抽
選
場
所

　
長
野
県
住
宅
供
給
公
社

　
飯
田
管
理
セ
ン
タ
ー

（
美
術
博
物
館
隣
の
南
信

市
営
住
宅

８
４
８
９
２

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
内
）

▼
応
募
方
法

長
野
県
住
宅
供
給
公
社
飯

田
管
理
セ
ン
タ
ー
窓
口
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
募
集
団
地
や
応
募
方
法
な

ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
三
尋
石
（
Ｂ
棟
）、
上
村

・
南
信
濃
地
区
の
市
営
住

宅
は
随
時
募
集
中
で
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
長
野
県
住
宅
供
給
公
社

　
飯
田
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
４
８
）０
４
６
０

　
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
各

種
教
室
の
４
月
か
ら
の
会
員

を
募
集
し
ま
す
。
市
内
各
地

区
か
ら
楽
し
い
仲
間
が
集
ま

り
ま
す
の
で
、
一
緒
に
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

市
内
在
住
の
６０
歳
以
上
の

方
▼
内
容

　
下
表
の
と
お
り

▼
募
集
締
切

○
書
道
会　
３
月
４
日
㈮

○
そ
の
他
の
教
室
は
随
時
受

け
付
け
ま
す
。

※
見
学
を
ご
希
望
の
方
は
お

電
話
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
長
寿
支
援
課

　
長
寿
支
援
係

　
内
線
５
７
５
４

生
き
が
い
教
室

５
８
８
８
５

生
き
が
い
教
室

チ
リ
か
ら
の
留
学
生
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　
　
Ａ
Ｆ
Ｓ
日
本
協
会
長
野

南
信
支
部
（
国
際
教
育
交
流

団
体
）
で
は
、
チ
リ
か
ら
の

留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
た

だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

▼
留
学
生

１７
歳
の
女
子
で
、
飯
田
風

越
高
校
に
通
い
な
が
ら
、

日
本
文
化
の
見
聞
を
深
め

ま
す
。

▼
受
入
条
件

３
カ
月
以
上
、
家
族
の
一

員
と
し
て
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
る
ご
家
庭
で
、
必
ず

し
も
外
国
語
が
話
せ
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
受
入
期
間

４
月
～
令
和
５
年
２
月

（
予
定
）

▼
感
染
症
対
策

　
留
学
生
の
受
け
入
れ
は
、

本
人
が
来
日
直
前
と
来
日

直
後
に
２
度
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
受
け
、
２
週
間
の
待

機
期
間
を
経
て
か
ら
で
す
。

※
複
数
の
応
募
が
あ
っ
た
場

合
は
、
選
考
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
▼
問
い
合
わ
せ

　
男
女
共
同
参
画
課

　
多
文
化
共
生
係

　
内
線
５
４
５
１

Ａ
Ｆ
Ｓ
長
野
南
信
支
部

８
９
５
２
５

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載内容が変更になる場合があります。
最新の情報は市ウェブサイトをご覧いただくか、各問い合わせ先にご確認ください。
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長
野
県
介
護
福
祉
士

修
学
資
金
等
貸
付
事
業

　
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格

を
取
得
し
て
、
県
内
で
の
就

職
を
目
指
す
方
は
、
修
学
資

金
等
貸
付
事
業
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
対
象
職
種

　
介
護
福
祉
士
、

　
社
会
福
祉
士

▼
対
象
者

介
護
福
祉
士
な
ど
の
養
成

施
設
に
在
学
し
、
卒
業
後
、

県
内
の
社
会
福
祉
施
設
な

長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団

南
信
州　

修
学
資
金

看
護
師
等
修
学
資
金

貸
与
者
募
集

　
飯
田
下
伊
那
で
看
護
職
と

し
て
働
き
た
い
方
は
、
看
護

師
等
確
保
対
策
修
学
資
金
貸

与
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
職
種

看
護
師
、
助
産
師
、

保
健
師
、
准
看
護
師

▼
対
象
者

看
護
師
な
ど
の
養
成
施
設

に
在
学
し
、
免
許
取
得
後

す
ぐ
に
飯
田
下
伊
那
の
医

療
機
関
や
介
護
・
福
祉
関

係
機
関
の
看
護
師
な
ど
に

従
事
す
る
意
思
を
持
つ
方

▼
貸
与
額

　
月
額
5
万
円

▼
貸
与
期
間

養
成
施
設
の
正
規
の
修
学

期
間
内

※
指
定
の
施
設
で
看
護
師
な

ど
に
５
年
間
従
事
す
れ
ば

返
還
免
除
と
な
り
ま
す
。

▼
募
集
人
数

新
入
生
・
在
校
生
合
わ
せ

て
10
人
以
内
（
予
定
）

▼
募
集
期
間

３
月
14
日
㈪
～

４
月
15
日
㈮

※
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
３
月
以

降
公
開
）
を
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
南
信
州
広
域
連
合
事
務
局

　
地
域
医
療
福
祉
連
携
課

☎
０
２
６
５（
５
３
）６
０
８
８

ど
で
介
護
や
相
談
援
助
に

従
事
す
る
意
思
を
持
つ
方

▼
貸
付
額

○
月
額
５
万
円
以
内

○
入
学
準
備
金
２０
万
円
以
内

　
（
初
回
貸
付
）

○
就
職
準
備
金
２０
万
円
以
内

　
（
最
終
回
貸
付
）

○
国
家
試
験
受
験
対
策
費
用

４
万
円
以
内
（
卒
業
年
度

貸
付
）

▼
貸
付
期
間

　
養
成
施
設
在
学
期
間

※
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
貸
付
事
業
の
詳
細

社
会
福
祉
法
人
長
野
県
社

会
福
祉
事
業
団　
本
部
事

務
局

☎
０
２
６（
２
２
８
）０
３
３
７

○
こ
の
記
事
に
関
す
る
こ
と

　
南
信
州
広
域
連
合
事
務
局

　
地
域
医
療
福
祉
連
携
課

☎
０
２
６
５（
５
３
）６
０
８
８

ム
ト
ス
飯
田
助
成
事
業

の
募
集

　
ム
ト
ス
飯
田
推
進
委
員
会

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ム
ト
ス

飯
田
助
成
事
業
を
見
直
す
予

定
で
す
。

　
新
し
い
要
綱
に
よ
る
募
集

は
４
月
以
降
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

※
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
通

じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

ム
ト
ス
ま
ち
づ
く
り
推
進

課　
市
民
協
働
係

　
内
線
５
４
３
３

ム
ト
ス　

助
成

８
８
５
７
７

環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

６
８
０
５
６

環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
募
集

　
環
境
学
習
会
（
ご
み
の
分

別
・
削
減
、
地
球
温
暖
化
対

策
、
自
然
保
護
な
ど
）
に
お

い
て
講
師
や
指
導
者
と
し
て

ご
活
躍
い
た
だ
く
環
境
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○
20
歳
以
上
で
、
市
内
で
開

催
す
る
環
境
学
習
会
に
参

加
で
き
る
方

○
環
境
に
関
す
る
専
門
的
な

知
識
や
技
術
を
持
ち
、
説

明
や
指
導
が
で
き
る
方

○
飯
田
市
の
環
境
施
策
に
理

解
が
あ
る
方

○
健
康
で
活
動
が
で
き
る
方

▼
登
録
期
間

４
月
１
日
～
令
和
６
年
３

月
３１
日
（
２
年
間
）

▼
審
査

書
類
審
査
の
後
、
面
接
を

実
施
し
て
決
定
し
ま
す
。

▼
募
集
締
切

　
２
月
２２
日
㈫

※
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確

認
い
た
だ
く
か
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課　
環
境
保
全
係

　
内
線
５
４
６
１



に電話します。

市役所の電話交換手がでます。

市役所の担当部署に電話がつながります。

お知らせに記載してある
４桁の内線番号をお告げください。

0265-22-4511
市役所への電話の掛け方市役所への電話の掛け方
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飯
田
市
社
会
福
祉
審
議

会
委
員
募
集

　
社
会
福
祉
審
議
会
は
、
分

科
会
ご
と
に
福
祉
や
健
康
づ

く
り
の
施
策
に
関
す
る
調
査

飯
田
市
社
会
福
祉
審
議
会

６
１
１
８
３

飯
田
市
環
境
審
議
会

委
員
募
集

　
環
境
審
議
会
は
、
飯
田
市

の
環
境
行
政
の
基
本
と
な
る

計
画
や
、
環
境
に
関
す
る
施

策
・
事
業
な
ど
に
関
し
て
、

調
査
・
審
議
す
る
機
関
で
す
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
期

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

す
る
２０
歳
以
上
（
令
和
４

年
４
月
１
日
時
点
）
の
方

で
、
環
境
分
野
の
知
識
と

経
験
を
有
す
る
方

※
平
日
昼
間
に
開
催
す
る
会

議
に
参
加
で
き
る
方

▼
任
期

４
月
１
日
〜
令
和
６
年
３

月
３１
日
（
２
年
間
）

▼
報
酬
な
ど

規
定
の
報
酬
と
旅
費
を
支

給
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数

　
若
干
人

▼
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
ご
意
見
を
添

え
て
、
市
役
所
環
境
モ
デ

ル
都
市
推
進
課
窓
口
に
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送

ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
環
境
モ
デ

ル
都
市
推
進
課
窓
口
か
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
入
手
で

き
ま
す
。

▼
募
集
締
切

　
２
月
２８
日
㈪

　
（
締
切
日
消
印
有
効
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
３
９
５
│
８
５
０
１

　
大
久
保
町
２
５
３
４

　
環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
課

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
推
進
係

　
内
線
３
４
７
３

sakugen_co2
@

city.iida.nagano.jp

飯
田
市
環
境
審
議
会

６
９
０
９
８

・
審
議
す
る
機
関
で
す
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
期

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象

市
内
在
住
の
２０
歳
以
上

（
令
和
４
年
４
月
１
日
時

点
）
の
方
で
、
健
康
福
祉

行
政
に
関
心
が
あ
り
、
次

期
で
通
算
３
期
（
９
年
）

を
超
え
な
い
方

▼
任
期

４
月
１
日
〜
令
和
７
年
３

月
３１
日
（
３
年
間
）

▼
報
酬
な
ど

規
定
の
報
酬
と
旅
費
を
支

給
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数

○
児
童
福
祉
分
科
会

　
３
人

○
障
が
い
者
福
祉
分
科
会　

　
４
人

○
高
齢
者
福
祉
分
科
会　
　

　
４
人

○
健
康
づ
く
り
分
科
会　
　

　
５
人

▼
応
募
方
法　

申
込
書
に
作
文
を
添
え
て
、

市
役
所
福
祉
課
窓
口
に
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送

ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
福
祉
課
窓
口

ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
入
手
で
き
ま
す
。

▼
作
文

○
文
字
数

　
８
０
０
字
以
内

○
テ
ー
マ

l
障
が
い
者
福
祉
分
科
会

「
障
が
い
が
あ
っ
て
も
安

心
し
て
生
活
で
き
る
地
域

と
は
」

l
児
童
福
祉
分
科
会

　
「
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
育
つ
た
め
に
」

l
高
齢
者
福
祉
分
科
会

　
「
高
齢
者
が
生
き
が
い
を

持
ち
、
地
域
社
会
の
中
で

役
割
を
も
っ
て
生
活
し
て

い
く
た
め
に
は
、
各
地
域

の
特
性
を
踏
ま
え
て
ど
の

よ
う
な
取
組
が
必
要
と
考

え
る
か
」

l
健
康
づ
く
り
分
科
会

　
「
こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
」

※
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
募
集
締
切

　
２
月
２８
日
㈪

　
（
締
切
日
消
印
有
効
）

※
選
考
に
際
し
て
、
年
齢
や

男
女
の
均
衡
を
考
慮
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
３
９
５
│
８
５
０
１

　
大
久
保
町
２
５
３
４

　
福
祉
課　
地
域
福
祉
係

　
内
線
５
７
１
１

fukushi
@

city.iida.nagano.jp 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載内容が変更になる場合があります。
最新の情報は市ウェブサイトをご覧いただくか、各問い合わせ先にご確認ください。



インターネット環境や各
種メディアから離れて、家
族が心を通わすひと時を
持つ日として推進してい
ます。家族でふれあいな
がら過ごすことを大切にし
ましょう。

◎問い合わせ／生涯学習・スポーツ課　地育力向上係　内線３７４２

２月はわが家の結いタイム
推進月間です。あいさつ、会
話、お手伝い、読書、の身近
な４つの取り組みから始めて
みませんか。
飯田市教育委員会では、

家族のふれ
あいのひと時
を「わが家の
結いタイム」
と名づけ、推
進しています。あいさつは人と人とのより良い関係

を作るための第一歩です。「おはよ
う」「いただきます」「ありがとう」
「ごめんなさい」、まずは家族の中
で自分からあいさ
つする習慣をつけ
ましょう。

食事の準備や片付け、掃除などの
やり方を親から子に伝える時間は、
そのまま家族のふれあいの時間に
なります。「お手伝い
ありがとう」の感謝
の気持ちを伝えるこ
とも大切です。

メールやスマホばかりではなく、お
互いの顔を見ながら心と心、言葉
と言葉で会話をしましょう。食事や
入浴の時間、送迎の
車の中などで、親子
のふれあいのひと時
を楽しみましょう。

読書で「表現力」や「想像力」が育ま
れ、読み聞かせは子どもたちの「豊
かな感情」を養います。家族で同じ本
を読んだり、読んだ本を
紹介し合ったり、料理
の本を読んで一緒に
作ったりしてみましょう。

「わが家の結いタイム」
推進月間です
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「広報いいだ」は昨年10月号から月１回の発行となりました。

飯
田
市
上
下
水
道
事
業

運
営
審
議
会
委
員
募
集

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
市
の

水
道
・
下
水
道
事
業
の
運
営

を
調
査
・
審
議
す
る
次
期
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象

市
内
在
住
の
２０
歳
以
上

（
令
和
４
年
４
月
１
日
時

点
）
の
方
で
、
水
道
・
下

水
道
に
関
心
が
あ
り
、
次

期
で
通
算
３
期
（
６
年
）

を
超
え
な
い
方

※
平
日
に
開
催
さ
れ
る
会
議

に
出
席
で
き
る
方

※
常
勤
の
公
務
員
、
上
下
水

道
に
関
す
る
職
を
専
業
と

す
る
方
は
対
象
外
で
す
。

※
ほ
か
の
市
の
附
属
機
関
ま

た
は
市
が
設
置
す
る
協
議

会
の
委
員
と
兼
ね
る
場
合

は
３
つ
以
内
と
な
り
ま
す
。

▼
任
期

５
月
２４
日
〜
令
和
６
年
５

月
２３
日
（
２
年
間
）

▼
報
酬
な
ど

規
定
の
報
酬
と
旅
費
を
支

給
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　
４
人

▼
応
募
方
法

住
所
、
氏
名
、
上
下
水
道

に
関
す
る
意
見
ま
た
は
提

言
を
記
載
し
た
書
類
（
Ａ

４
、
任
意
様
式
）
と
市

販
の
履
歴
書
（
顔
写
真
貼

付
）
を
市
役
所
経
営
管
理

課
に
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

２
月
１６
日
㈬
～

３
月
１５
日
㈫

　
（
締
切
日
消
印
有
効
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
３
９
５
│
８
５
０
１

　
大
久
保
町
２
５
３
４

　
経
営
管
理
課　
庶
務
係

　
内
線
５
２
５
２

飯
田
市
上
下
水
道　

審
議
会

６
７
７
４
５



曜日 期 間 年間日数 授業時間

木 造 建 築 科 水 0８：４０～１６：３０ １０人 年間　６０,０００円
配 　 管 　 科 木 0８：４０～１７：２０ １０人 年間　６６,０００円

曜日 期 間 年間日数 授業時間

月
火

和 　 裁 　 科 火
木 材 工 芸 科 火

水
木
金
月 0９：３０～１2：0０ １カ月　4,０００円

曜日 期 間 年間日数 授業時間

水 半年間 ２１日 １3：0０～15：3０ １カ月　5,5００円

水 半年間 ２１日 09：３０～12：００ １カ月　5,5００円
木
金

訓　練　科　名
訓　練　計　画

募集定員 受　 講 　料 

訓　練　科　名
訓　練　計　画

募集定員 受　 講 　料 

編 　 物 　 科
(2コース）

洋 　 裁 　 科
(4コース）

１年間 ４５日
0９：３０～１５：３０ 各コース

１５人
１カ月　8,０００円

コ　ー　ス　名
訓　練　計　画

募集定員 受　 講 　料 

ワ ー ド　基 礎

動画クリエイト
ワ ー ド 基 礎
動画クリエイト

昼
の
部

夜
の
部

ワード・エクセル
基　礎

ワード・エクセル
初心者ゆっくり

建築ＣＡＤ・実践
（３Ｄ－ＣＡＤ）

建築ＣＡＤ・基礎
（ＪＷ－ＣＡＤ）

水

月 半年間 ２１日 １８：３０～２１：００

各コース
１２人

１カ月　5,5００円

木

火
１年間 ４２日 09：３０～15：3０ １カ月　８,5００円

２年間 ５０日

【普通課程】

※ご自身のノートパソコンを持ち込んでいただきます。駐車場代、テキスト代が別途必要です。

※駐車場代、テキスト代、道具代が別途必要です。

※駐車場代、材料費、道具代などが別途必要です。

【短期課程　パソコン科】

【短期課程】
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飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

令
和
４
年
度
訓
練
生
募
集

▼
募
集
内
容

　
下
表
の
と
お
り

※
各
課
程
の
対
象
と
な
る
方
、

入
校
申
込
金
な
ど
受
講
料

以
外
に
必
要
と
な
る
費
用
、

応
募
方
法
と
い
っ
た
詳
細

は
、
飯
田
高
等
職
業
訓
練

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
締
切

○
普
通
課
程

　
２
月
１０
日
㈭

○
短
期
課
程

　
３
月
１４
日
㈪

▼
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

　
（
東
新
町
２
│

３０
）

☎
０
２
６
５（
２
３
）５
８
４
４

飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

６
６
０
４
９

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載内容が変更になる場合があります。
最新の情報は市ウェブサイトをご覧いただくか、各問い合わせ先にご確認ください。



月・日（曜日） 地 区 場　所 時　間 予約
３月１日㈫ 下久堅 下久堅公民館 0９：３０～１１：００ ―
３月２日㈬ 龍 江 ＪＡ龍江事業所 0９：３０～１１：００ ―

伊賀良 ＪＡ伊賀良支所 0９：３０～１１：００ ―
上 村 上 村 公 民 館 １５：００～１６：００ 必要
南信濃 南信濃公民館 １３：３０～１４：３０ 必要

３月４日㈮ 山 本 ＪＡ山本支所 0９：３０～１１：００ ―
３月７日㈪ 竜 丘 ＪＡ竜丘支所 0９：３０～１１：００ ―

３月３日㈭

農地相談　３月の開催日時・場所

本紙記事の　　数字を
市ウェブサイト 「ID検索」 に
入力して検索すると、
そのお知らせが表示されます。

１２３４５６７

市ウェブサイト内
ID検索ができます！

［広報いいだ］２０2２.２ 24

「広報いいだ」は昨年10月号から月１回の発行となりました。

農
地
相
談

　
農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、

農
地
の
転
用
、
遊
休
農
地
対

策
、
農
業
者
年
金
な
ど
農
地

に
関
す
る
相
談
を
、
各
地
区

担
当
の
農
業
委
員
と
農
業
委

員
会
事
務
局
職
員
が
お
聴
き

し
ま
す
。

　
開
催
地
区
以
外
の
ご
相
談

は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
３
月
の
農
地
法
許

可
申
請
な
ど
の
締
め
切
り
は
、

３
月
１５
日
㈫
で
す
。

▼
開
催
日
時
・
場
所

　
下
表
の
と
お
り

▼
申
込
方
法

上
村
・
南
信
濃
地
区
は
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
受
付
締
切

　
各
地
区
開
催
日
の
前
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９

農
地
相
談

７
４
７
６

年
金
事
務
所
の

予
約
相
談

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
予

約
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

年
金
事
務
所
に
お
越
し
に
な

る
前
に
予
約
し
て
い
た
だ
き

ま
す
と
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

▼
予
約
方
法

相
談
希
望
日
の
１
カ
月
前

か
ら
前
日
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
年
金
事
務
所
窓
口

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
ご
予
約
の
際
は
、
相
談
者
、

配
偶
者
氏
名
、
基
礎
年
金

番
号
、
電
話
番
号
、
相
談

内
容
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

　
年
金
手
帳
な
ど
、
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ

○
予
約
受
付
専
用
電
話

☎
０
５
７
０（
０
５
）４
８
９
０

○
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
６
５（
２
２
）３
６
４
１

年
金　

予
約
相
談

８
９
４
６
６

く
ら
し
と
健
康
の
相
談
会

　
失
業
・
倒
産
・
多
重
債
務

な
ど
に
関
す
る
相
談
に
弁
護

士
が
応
じ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
も

行
い
ま
す
。

▼
対
象

失
業
・
倒
産
・
多
重
債
務

な
ど
に
関
す
る
悩
み
を
持

つ
方
や
そ
の
家
族

▼
日
時

３
月
３
日
㈭
、
１０
日
㈭
、

２４
日
㈭

　
午
前
１０
時
～
正
午

▼
場
所

　
飯
田
保
健
福
祉
事
務
所

　
（
追
手
町
２
│
６
７
８
）

▼
費
用

　
無
料

▼
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
保
健
福
祉
事
務
所

　
健
康
づ
く
り
支
援
課

☎
０
２
６
５（
５
３
）０
４
４
４

行
政
書
士
無
料
相
談

　
各
種
許
認
可
申
請
な
ど
の

行
政
手
続
き
、
遺
言
、
相
続

な
ど
の
手
続
き
に
つ
い
て
、

行
政
書
士
が
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

▼
日
時

　
２
月
２０
日
㈰

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

　
エ
ス
・
バ
ー
ド

▼
問
い
合
わ
せ

　
長
野
県
行
政
書
士
会

　
飯
田
支
部

☎
０
２
６
５（
２
２
）１
１
７
１



新型コロナワクチン 追加（３回目）接種のお知らせ
～３回目接種の受付を開始しました～

ワクチン接種までの流れ

接種会場の予約をする

６５歳以上の方へ接種券付き予診票の発送を始めました。２回目接種日の早い順に発送を行います。
接種券付き予診票が届いた方から接種を受けることができます。

以下の中から接種する会場を選び、予約してください。
医療機関で接種を希望される方は各医療機関へ直接お申し込みください。

２２

飯田市集団接種会場 飯田市集団接種会場で接種を希望される方は下記コールセンター
またはインターネットでご予約ください。

◉南信州広域連合事務センター（旧飯田地場産業振興センター）
所在地：飯田市上郷別府３３３８ー３

◉集団接種会場の予約受付
★コールセンター：☎０２６５ー２２ー４５８５（直通）受付時間：平日８：３０～１７：１５
★予約サイト （２４時間対応）
集団接種会場はネット予約も可能です。ぜひご利用ください。 飯田市　新型コロナワクチン接種予約サイト

▲予約サイト
  QRコード

●接種するワクチンはモデルナ社ワクチンです。
●ファイザー社ワクチンを希望する方は少しお待ちください。接種が可能になりましたら、広報いいだ、市ウェブサイトなどでお知らせします。

１ 飯田市集団接種会場 ０２６５-２２-４５８５ （コールセンター）上郷別府３３３８-３ １,４０４
２ 飯田病院 ０２６５-２２-５１５０大通１-１５ ３６０
３ 輝山会記念病院 ０２６５-２６-７６２２ （予約専用）毛賀１７０７ １８０
４ 健和会病院 ０２６５-２３-３１２４ （予約専用）鼎中平１９３６ ２５５
５ 菅沼病院 ０２６５-２２-０５３２鼎中平１９７０ ２８５
６ 瀬口脳神経外科病院 ０２６５-２４-６６５５上郷黒田２１８-２ ３６０
７ 飯田市立上村診療所 ０２６０-３６-２０５０上村８４４-２ ４５
８ 木下クリニック ０２６５-５６-２５６６鼎切石４０８７-６ ６０
９ 小坂クリニック ０２６５-２４-３９３３座光寺３４９６-１ １５０
１０ ささき医院 ０２６５-２２-００５９中央通り３-４４ ３０
１１ 曽我医院 ０２６５-２２-１６５３鼎東鼎２０-２ ３００
１２ 宝クリニック ０２６５-２２-４１１４鼎名古熊２５１１ １９５
１３ 波多野医院 ０２６５-２２-０６６６伝馬町１-４６ ４５
１４ 羽生循環器科内科 ０２６５-２４-１２５０鼎一色４５-２ ９０
１５ まるやまファミリークリニック ０２６５-３２-１６６６大瀬木１１０６-２ １２０
１６ 矢澤内科・循環器科医院 ０２６５-２１-６１１１育良町２-１７-１ ９０

№ 接 種 会 場 電 話 番 号住　　所 週当り接種件数

接種券付き予診票が届く１１
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今月のプレゼント今月のプレゼント
リニア＆ＪＲ飯田線
デザイングッズセット
募集締切 ２月２８日㈪ （必着）

次の事項を必ず記入し、はがきまたはメールで
ご応募ください。
①住所　②氏名　③年齢　④電話番号
⑤広報いいだの感想
特集してほしいテーマ 良かった記事 良くなかった記事など

【あて先】
〒３９５－８５０１ 大久保町２５３４
飯田市秘書広報課
    「広報いいだプレゼント係」 宛
　 ｓｋｏｕｈｏｕ＠ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｎａｇａｎｏ.ｊｐ
※抽選結果はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。

５名様に
プレゼント

エコバッグ…１点

マスク…２点

ボールペン…２点（黒＆赤）

リニア中央新幹線やＪＲ飯田線に関連した
グッズ５点をセットにしてプレゼントします。

マイナポイント（第２弾）がもらえますマイナポイント（第２弾）がもらえます

マイナンバーカードをお持ちの方がキャッシュレス決済サービスでチャージや買い物をすると、最大５,０００円
相当のポイントが付与されるサービスです。
第２弾では、マイナンバーカードの新規取得者に最大５,０００円相当、マイナンバーカードを既に取得されて
いる方の内５,０００円相当のマイナポイントを付与されていない方には、その未付与分を上限に、次の３つの
ステップで取得できます。総務省サイトも併せてご確認ください。
※❷・❸は、総務省のマイナポイント事業サイト （以下「総務省サイト」） をご確認ください。

◀総務省サイト総務省　マイナポイント

マイナンバーカード　申請

７７４３３

申請方法は
市ウェブサイトを
ご確認ください。

マイナンバーカード申請

市ウェブサイト▶

マイナポイントは選んだ
決済サービスのポイント
として付与されます。
対象となる決済サービス
は、総務省サイトでご確
認ください。

決済サービスを選ぶ
スマートフォンやパソコンで申し込み
総務省サイトでアプリやソフトをダウンロードしてお申し込み
ください。
手続きスポットで申し込み
市役所市民課窓口のほか、郵便局などお近くの手続きスポット
でお申し込みください。
手続きスポットは総務省サイトでご確認ください。

マイナポイント申し込み
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「広報いいだ」は昨年10月号から月１回の発行となりました。



～ 小さな子どもと子育て中のお父さん、
                  お母さんのためのコンサート ～
～ 小さな子どもと子育て中のお父さん、
                  お母さんのためのコンサート ～

★日　時：２月２６日（土）
①９：４５～／②１１：００～（演奏約３０分）

★会　場：飯田人形劇場（カーペットの上で鑑賞）
★対　象：主に０～２歳児
★定　員：各回親子３０組（１組あたり大人１人、子ども２人まで）
★参加費：親子２００円
★出　演：アンサンブルＬｉｂｒｅ

（クラリネット・ファゴット ほか）
★プログラム：子どもたちの大好きな曲や

クラシックの名曲などを
お届けします

申込締切
２月１０日（木）必着
（１通につき１親子。応募多数の場合は抽選。
 抽選結果は２月１６日㈬までにお知らせします。）

〒３９５－００５１ 高羽町５－５－１  飯田文化会館事業係宛
※往信用の文面へ申込必要事項を、返信用の宛名面へご自身の宛名をご記入ください。

①希望の時間 （９：４５～ ｏｒ １１：００～ ｏｒ どちらでも可）
②保護者氏名　　③子ども氏名、 年齢
④保護者・子ども各人数　　⑤住所　　⑥電話番号

インターネットでの申し込み

往復はがきでの申し込み

申込時の必要事項

「ながの電子申請サービス」の
サイトにてお申し込みください。
※飯田文化会館ホームページ内の
　「にこにこステージ」 からもアクセスできます。

【お願い】
●感染症拡大防止策を講じた上で開催します。
●感染拡大の状況によっては、公演を中止する場合もあります。

７８２７２
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豊橋市まちなか図書館

開館時間／９：００～２１：００ （第４金曜日は休館）
問い合わせ／豊橋市駅前大通２‒８１

（emCAMPUS EAST ２・３Ｆ）
☎０５３２（２１）５５１８

エムキャンパス イースト
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◉令和３年中の収入を明らかにできる書類
給与収入、公的年金収入のある方は「源泉徴収票（原本）」
営業、農業などの事業収入や不動産収入のある方は「収支内訳書」
そのほか所得などを明らかにできる書類
◉控除を受けるための証明書類（生命保険料控除証明書、障害者手帳など）
◉マイナンバー（個人番号）の確認と身元確認をするための書類
◉本人の預金口座がわかるもの（通帳など）　　◉印鑑
◉税務署や市から届いた申告書やお知らせはがき（届いている方に限ります）
◉医療費控除を受ける方
医療費控除の明細書（令和３年中の医療費や医薬品の領収書をまとめたもの）
おむつ使用証明書など
※医療費の金額と保険などで補てんされた金額を対象者別、医療機関別にまとめてお持ちください。領収書は不要です。

◉市役所税務課窓口、各自治振興センター窓口での申告書のお預かりや郵送による提出も可能です。
※記入済の申告書に限ります。　 ※市・県民税申告書が必要な方はお問い合わせください。
◉確定申告の方は国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」の利用が便利です。
※今月号の１２ページをご覧ください。

次の方は税務署またはご自宅からの確定申告をお願いします。
譲渡所得のある方　　青色申告者　　山林所得のあった方
住宅借入金等特別控除を初めて受ける方

◉マスク着用のほか、入場時の検温と手指消毒にご協力ください。
◉十分に防寒できる服装でご来場ください。
◉混雑時間帯を避けてご来場ください。例年９：００ころ、１３：００ころが混雑します。
◉お住まいの地区の会場へ受付時間内にお越しください。
◉売り上げや経費、医療費の支払金額など集計を必要とする申告は、収支内訳書や医療費計算明細書
などの書類を事前にまとめた上でお越しください。

※市役所税務課窓口、各自治振興センター窓口では、記入済みの市・県民税申告書のみを受け付けます。
※２月７日㈪から３月１５日㈫までの間は、担当職員が各地区の申告相談に出張しており、市役所税務課窓口では申告
相談をお受けできません。

■そのほか詳細はお問い合わせいただくか、
　 広報いいだ１月号や市ウェブサイトをご覧ください。

市・
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
で
す

申告相談会場を開設しますので、日程表をご確認ください。
感染症対策として、相談会場以外での申告にもご協力ください。

６８４１８
市県民税申告
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市・県民税 申 告 相 談 日 程 表

受付日 曜日 地　区 会　　場
午前の部（９：００～１１：３０） 午後の部（１３：００～１６：００）

相　談　指　定　地　区　・　受　付　時　間

木沢地区会館
上村公民館

程野区民センター

下栗総合交流会館

南信濃地域交流センター

八重河内地区館

大町老人多目的センター

千代公民館

松尾公民館

竜丘公民館

下久堅公民館
龍江公民館

上久堅公民館

山本公民館

座光寺公民館

伊賀良公民館

上郷公民館

川路公民館
三穂公民館

鼎公民館

飯田市役所

木沢南信濃

上　村

南信濃

南信濃

千　代

松　尾

竜　丘

下久堅
龍　江

上久堅

山　本

座光寺

伊賀良

上　郷

川　路
三　穂

鼎

橋南・丸山
休日相談
橋北・東野
羽　場

月

火

水

木

月

火
水
木
金
月
火

木

金

月

火
水
木
金
月
火
水
木
金
土
月
火

２月７日

２月８日

２月９日

２月１０日

２月１４日

２月１５日
２月１６日
２月１７日
２月１８日
２月２１日
２月２２日

２月２４日

２月２５日

２月２８日

３月１日
３月２日
３月３日
３月４日
３月７日
３月８日
３月９日
３月１０日
３月１１日
３月１２日
３月１４日
３月１５日

程野

八重河内

上町・中郷　※午後の部の受付は１３：００～１５：００

羽場

下栗
※受付は１３：３０～１６：００

尾之島・本町・昭和通り・
下和田・下市場

大島・漆平島・池口
※受付は１３：００～１５：００

夜川瀬・樋口・
山原・松島

押出・新町

南和田
※受付は１３：３０～１６：００

田力・荻坪・野池・米川法全寺・山中・大郡・米峰・
毛呂窪・八ノ倉・下村

市場通り・北市場・上野・
上野新町・万才・原・

宮崎・大堤

宮の前・唐沢・共和・下羽場・
中河原・中羽場・欠野・河原・

高岡・清水・恒川

風張・堂平・越久保・森・
小野子・落倉・平栗・蛇沼

原平・中宮・下平・
大鹿・上平

中平・西平・南平・湯川・
竹佐・箱川・久米・二ツ山東平・大明神・北平

橋北 東野
平日の申告相談にお越しいただくことができない方 ※受付は９：００～１３：００

水城・明・常盤台
上溝・新井・城

桐林
長野原・上川路

知久平・南原・小林
１区・２区

寺所・清水・毛賀
久井・八幡町・代田

時又・嶋
駄科

稲葉・下虎岩・柿野沢・虎岩
３区・４区

中村大瀬木・三尋石
北方・育良町上殿岡・下殿岡・三日市場

上黒田・下黒田北下黒田南・下黒田東
丹保・北条・飯沼南・南条別府上・別府下

６区・７区・８区２区・３区・４区・５区
立石・下瀬伊豆木

下山・西鼎・東鼎・下茶屋中平・一色・名古熊
切石上茶屋・上山
丸山橋南
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正宗得三郎▶
「大平峠の若葉」
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美術博物館からのお知らせ 美術博物館
〒３９５‐００３４　追手町２-６５５-７
☎０２６５（２２）８１１８　　０２６５（２２）５２５２

申し込み・
問い合わせ

飯田市美術博物館

電話受付時間／９：３０～１７：３０
入館受付時間／９：３０～１６：３０

日時：２月２６日㈯ １９：００～２０：３０ ※暖かい服装でご参加ください。
場所：美術博物館屋上 （受付／科学工作室）　　参加費：無料　　定員：２０人
受付開始：２月１２日㈯～　※予約先着順、電話でお申し込みください。
◉雨天・曇天時…室内での簡単なお話、または中止となります。

日時：２月２５日㈮ １８：３０～２０：００
場所：美術博物館講堂
講師：小島 淳 （美術博物館学芸員）
受講料：一般…３１０円、高校生…２００円、

小中学生…１００円
定員：１５人
受付開始：２月１１日㈷～
※予約先着順、電話でお申し込みください。

日時：３月１３日㈰ １３：３０～１５：３０
場所：美術博物館講堂
講師：青木隆幸 （美術博物館専門研究員）
受講料：無料
定員：５０人
受付開始：２月２６日㈯～
※予約先着順、電話でお申し込みください。

◉公開日時：３月１３日㈰、２０日㈰
１０：００～１６：００

観覧料／無料
場所／追手町小学校化石標本室
◉化石レプリカ作り
日時／３月１３日㈰

１０：００、１１：００、１３：００、
１４：００、１５：００
（製作時間４０分以内）

材料費／１個２００円
定員／各回１家族
受付開始／３月３日㈭～
※予約先着順、電話でお申し込みください。

日時：２月２６日㈯ １３：３０～１５：００
場所：美術博物館講堂
講師：清水岳志さん （伊那谷自然友の会）
受講料：無料
定員：５０人
受付開始：２月１２日㈯～
※予約先着順、電話でお申し込みください。

日時：２月２６日㈯ １３：３０～１６：４０
２月２７日㈰   ９：４０～１６：４０
※２回の連続した実技講座

対象：日本画初心者～経験者
場所：美術博物館科学工作室
講師：滝沢具幸（日本画家、美術博物館長）
受講料：２,０００円 （２回受講、材料費別）
定員：２０人 （定員を超えた場合は抽選となります）
申込方法：住所、氏名、電話番号、日本画経験の程

度を明記の上、郵送かＦＡＸでお申し込
みください。

申込受付締切：２月２２日㈫

日時：２月１９日㈯ １３：３０～１５：００
場所：美術博物館講堂
講師：いがりまさし さん （自然系映像音楽作家）
受講料：無料
定員：５０人
受付開始：２月５日㈯～
※予約先着順、電話でお申し込みください。

日程：２月１９日㈯～３月２１日㈷

日程：開催中
　　 ～５月２９日㈰日程：開催中～５月２２日㈰

日程：３月８日㈫～５月２９日㈰

冬は明るい１等星を含むいくつもの星座が空高く輝きますが、地平線すれすれに現れ、見つけると寿命が延びる
という、りゅうこつ座の１等星カノープス（南極老人星・寿星）を探します。

鮮やかな色彩を駆使する洋画家・正宗得三郎。その生涯と
作品の魅力をスライドで概観した後、展覧会を鑑賞します。

江戸時代半ば、険しい大平峠を越え、飯田で旅の疲
れを癒やしながら善光寺に向かう女性たちがたくさ
んいました。なぜ、善光寺なのか。彼女たちの旅の工
夫と祈りのかたちを探ります。

飯田下伊那で産出した化石のほか、年齢がわかるゾ
ウの化石など、さまざまな現生する動物の骨格を展示
します。公開に併せて、化石レプリカ作りを行います。

伊那谷に３０種ほど見られる針葉樹の球果の大きさや
形の違いを、それぞれの樹木の生態から解説します。

風景、人物、静物など題材を自由に、基礎技法から
箔を使った表現など、個々のレベルにあった指導を行
う日本画の実技講座です。

植物地理学的な視点を中心に、スミレを見ながら旅
をする面白さを語っていただきます。

【冬の星空観望会】 「カノープスをみつけよう！」

【第３３回美術鑑賞の会】 
正宗得三郎　―色彩の音楽―

【文化講座】 女性たちは善光寺をめざす

【追手町小化石標本室公開と化石レプリカ作り】 

【自然講座】 松ぼっくりからみる
針葉樹の生き方

【日本画実技講座】 

【自然講演会】 日本のスミレ時空の旅

【菱田春草常設展示】 第３２期
「春草と井村コレクション」

【自然トピック展示】
「春を彩るスミレ」「綿半野原コレクションの陶磁器２０２２

うつわの絵ごころ」

【コレクション展示】

日程：２月１９日㈯～４月１０日㈰
「正宗得三郎 ―色彩の音楽―」

【文化トピック展示】
「元善光寺のご開帳」

講　 座

講　 座

展　 示

プラネタリウム天歩

あつし

たけし

ともゆき

［広報いいだ］２０2２.２ 30

「広報いいだ」は昨年10月号から月１回の発行となりました。



正宗得三郎▶
「大平峠の若葉」

◀
化
石
レ
プ
リ
カ
作
り

美術博物館からのお知らせ 美術博物館
〒３９５‐００３４　追手町２-６５５-７
☎０２６５（２２）８１１８　　０２６５（２２）５２５２

申し込み・
問い合わせ

飯田市美術博物館

電話受付時間／９：３０～１７：３０
入館受付時間／９：３０～１６：３０

日時：２月２６日㈯ １９：００～２０：３０ ※暖かい服装でご参加ください。
場所：美術博物館屋上 （受付／科学工作室）　　参加費：無料　　定員：２０人
受付開始：２月１２日㈯～　※予約先着順、電話でお申し込みください。
◉雨天・曇天時…室内での簡単なお話、または中止となります。

日時：２月２５日㈮ １８：３０～２０：００
場所：美術博物館講堂
講師：小島 淳 （美術博物館学芸員）
受講料：一般…３１０円、高校生…２００円、

小中学生…１００円
定員：１５人
受付開始：２月１１日㈷～
※予約先着順、電話でお申し込みください。

日時：３月１３日㈰ １３：３０～１５：３０
場所：美術博物館講堂
講師：青木隆幸 （美術博物館専門研究員）
受講料：無料
定員：５０人
受付開始：２月２６日㈯～
※予約先着順、電話でお申し込みください。

◉公開日時：３月１３日㈰、２０日㈰
１０：００～１６：００

観覧料／無料
場所／追手町小学校化石標本室
◉化石レプリカ作り
日時／３月１３日㈰

１０：００、１１：００、１３：００、
１４：００、１５：００
（製作時間４０分以内）

材料費／１個２００円
定員／各回１家族
受付開始／３月３日㈭～
※予約先着順、電話でお申し込みください。

日時：２月２６日㈯ １３：３０～１５：００
場所：美術博物館講堂
講師：清水岳志さん （伊那谷自然友の会）
受講料：無料
定員：５０人
受付開始：２月１２日㈯～
※予約先着順、電話でお申し込みください。

日時：２月２６日㈯ １３：３０～１６：４０
２月２７日㈰   ９：４０～１６：４０
※２回の連続した実技講座

対象：日本画初心者～経験者
場所：美術博物館科学工作室
講師：滝沢具幸（日本画家、美術博物館長）
受講料：２,０００円 （２回受講、材料費別）
定員：２０人 （定員を超えた場合は抽選となります）
申込方法：住所、氏名、電話番号、日本画経験の程

度を明記の上、郵送かＦＡＸでお申し込
みください。

申込受付締切：２月２２日㈫

日時：２月１９日㈯ １３：３０～１５：００
場所：美術博物館講堂
講師：いがりまさし さん （自然系映像音楽作家）
受講料：無料
定員：５０人
受付開始：２月５日㈯～
※予約先着順、電話でお申し込みください。

日程：２月１９日㈯～３月２１日㈷

日程：開催中
　　 ～５月２９日㈰日程：開催中～５月２２日㈰

日程：３月８日㈫～５月２９日㈰

冬は明るい１等星を含むいくつもの星座が空高く輝きますが、地平線すれすれに現れ、見つけると寿命が延びる
という、りゅうこつ座の１等星カノープス（南極老人星・寿星）を探します。

鮮やかな色彩を駆使する洋画家・正宗得三郎。その生涯と
作品の魅力をスライドで概観した後、展覧会を鑑賞します。

江戸時代半ば、険しい大平峠を越え、飯田で旅の疲
れを癒やしながら善光寺に向かう女性たちがたくさ
んいました。なぜ、善光寺なのか。彼女たちの旅の工
夫と祈りのかたちを探ります。

飯田下伊那で産出した化石のほか、年齢がわかるゾ
ウの化石など、さまざまな現生する動物の骨格を展示
します。公開に併せて、化石レプリカ作りを行います。

伊那谷に３０種ほど見られる針葉樹の球果の大きさや
形の違いを、それぞれの樹木の生態から解説します。

風景、人物、静物など題材を自由に、基礎技法から
箔を使った表現など、個々のレベルにあった指導を行
う日本画の実技講座です。

植物地理学的な視点を中心に、スミレを見ながら旅
をする面白さを語っていただきます。

【冬の星空観望会】 「カノープスをみつけよう！」

【第３３回美術鑑賞の会】 
正宗得三郎　―色彩の音楽―

【文化講座】 女性たちは善光寺をめざす

【追手町小化石標本室公開と化石レプリカ作り】 

【自然講座】 松ぼっくりからみる
針葉樹の生き方

【日本画実技講座】 

【自然講演会】 日本のスミレ時空の旅

【菱田春草常設展示】 第３２期
「春草と井村コレクション」

【自然トピック展示】
「春を彩るスミレ」「綿半野原コレクションの陶磁器２０２２

うつわの絵ごころ」

【コレクション展示】

日程：２月１９日㈯～４月１０日㈰
「正宗得三郎 ―色彩の音楽―」

【文化トピック展示】
「元善光寺のご開帳」

講　 座

講　 座

展　 示

プラネタリウム天歩

あつし

たけし

ともゆき
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新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載内容が変更になる場合があります。
最新の情報は市ウェブサイトをご覧いただくか、各問い合わせ先にご確認ください。



ムトス飯田推進委員会は、市民の皆さんの自主的な
まちづくり活動を支援しています。
このコラムでは、その活動を紹介します。

●問い合わせ／ムトスまちづくり推進課　内線５４３３

団体名

第５１回

あ
ぐ
り
の
田
ん
ぼ
学
校

竜
丘
地
区
で
、Ｊ
Ａ
と
行
政
の
協
力
を
得
て
、

竜
丘
小
学
校
の
５
年
生
、時
又・竜
丘
保
育
園
の

年
長
さ
ん
た
ち
と
、も
み
ま
き
か
ら
収
穫
、食
べ

る
ま
で
の
米
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

両
保
育
園
は
平
成
１７
年
か
ら
、竜
丘
小
学
校

は
平
成
２１
年
か
ら
始
め
ま
し
た
。毎
年
一
つ
の
目

標
を
立
て
て
、田
ん
ぼ
の
水
は
ど
こ
か
ら
来
る

か
、田
ん
ぼ
と
ほ
か
の
場
所
と
の
気
温
差
、一
粒

の
も
み
か
ら
何
粒
の
米
が
取
れ
て
、ど
の
く
ら
い

の
ご
飯
が
炊
け
る
か
な
ど
を
調
べ
て
い
ま
す
。市

田
柿
の
皮
む
き
体
験
も
行
って
き
ま
し
た
が
、一

番
人
気
の
田
ん
ぼ
の
生
き
物
講
座
は
今
年
も
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

保
育
園
時
の
体
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
、

小
学
５
年
生
が
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。こ
の
活

動
が
、お
米
の
収

穫
だ
け
で
な
く
、子

ど
も
た
ち
の
成
長

に
も
役
立
て
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

  

代
表 熊

谷
伊
久
夫

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
未
来
の
た
め
に

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　☎０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　☎０２６５（２３）３５５２

▲エリユリ

▲わたちゃんのほのぼの劇場

人形劇定期公演【２月】
日時：２月２０日㈰ １０：３０開演
会場：飯田人形劇場
出演：シアター奇望堂 「起きろ！」

他１劇団予定
料金：２００円 ※３歳未満無料
定員：８０人

人形劇定期公演【３月】
日時：３月１３日㈰ １０：３０開演
会場：飯田人形劇場
出演：エリユリ 「ぐりとぐら」

わたちゃんのほのぼの劇場
  「まてまて」 「うさぎとかめ」

料金：２００円 ※３歳未満無料
定員：８０人

［広報いいだ］２０2２.２ 32

「広報いいだ」は昨年10月号から月１回の発行となりました。



※申し込みはお電話でお願いいたします。
※当日キャンセルの場合、講座によっては参加費をお支払い
いただきます。

※諸事情により開催が中止となる場合があります。

りんご並木のエコハウスで時を過ごし
快適さ、心地よさを体感してください。

りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
☎０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００　月曜定休）

申し込み・
問い合わせ

★定員／各５人程度　  ※持ち物など詳細はお問い合わせください。

ちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活を

２月のエコカフェ

★初級英会話のツボはこの３ポイントだけ！
～トライして楽しみましょう～
日時：２月２０日㈰ １０：００～１１：３０
講師：筧 孝夫さん
参加費：５００円
持ち物：筆記用具
★個性心理學講座
～個性の違いを知って人間関係を
　より良くするヒント～
日時：２月２３日㈷ １０：００～１２：００　
講師：市瀬優香さん

（個性心理學認定講師）
参加費：５００円
持ち物：筆記用具
★体を動かして脳トレ体操～笑って有酸素運動～
日時：２月２４日㈭

①１０：００～１１：３０
②１３：３０～１５：００

講師：宮下泰広さん
参加費：５００円
持ち物：飲み物

★グルーデコ
粘土の接着剤を使ってキラキラな
アクセサリーを作ります
日時：２月２７日㈰

①１０：００～１２：００ ②１３：００～１５：００
講師：村松 愛さん　
参加費：１,０００円～１,５００円
持ち物：持ち帰り用のケース
★エコカフェフリー
日時：３月３日㈭ １０：００～１２：００
講師をやってみたい！こんなことをやってほしい！
などなど、コーディネーターが
皆さんの意見をお聞きします。

「
風
邪
は
万
病
の
も
と
、

予
防
が
肝
心
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
は
、オ
ミ
ク
ロ
ン

株
が
猛
威
を
ふ
る
う
な
ど
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。ま
た
、毎
年

こ
の
時
期
は
風
邪
に
も
注
意

が
必
要
で
す
。

風
邪
の
予
防
は
、ま
ず「
手

洗
い
」と「
う
が
い
」で
す
。紅

茶
や
緑
茶
な
ど
で
う
が
い
を

す
る
と
、殺
菌
効
果
が
あ
る

た
め
、さ
ら
に
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、体
を
温
め
る
食
材

や
抵
抗
力
ア
ッ
プ
に
ビ
タ
ミ

ン
類
を
多
く
取
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、食
べ
過
ぎ
、飲

み
過
ぎ
は
禁
物
で
す
。胃
腸

が
疲
れ
て
、風
邪
を
ひ
き
や

す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

腹
八
分
目
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

体
を
温
め
る
食
材
と
料

理
は
、寒
い
時
期
に
ぴ
っ
た

り
の「
あ
ん
か
け
料
理
」が
お

薦
め
で
す
。ネ
ギ
、シ
ョ
ウ

ガ
、ニ
ン
ニ
ク
、ト
ウ
ガ
ラ

シ
、酒
粕
、キ
ム
チ
な
ど
を
使

う
と
温
ま
り
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
の
取
り
方
は
、

サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
頼
ら
ず
野

菜
や
果
物
で
取
る
と
添
加
物

の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

エ
コ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
は
ミ
カ
ン
や
カ
キ

な
ど
で
、ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
ニ
ン

ジ
ン
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
レ

バ
ー
で
、ス
タ
ミ
ナ
ア
ッ
プ
の

た
め
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
は
豚

肉
、ウ
ナ
ギ
、大
豆
な
ど
で
バ

ラ
ン
ス
よ
く
取
り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
、特
に
喉
、口
、

首
が
冷
え
る
と
呼
吸
器
の

機
能
が
低
下
し
て
、
抵
抗
力

も
下
が
り
、
風
邪
を
ひ
き
や

す
く
な
り
ま
す
。喉
の
保
温
・

保
湿
に
は
マ
ス
ク
が
一
番
適

し
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で

マ
ス
ク
の
着
用
を
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
ま

し
ょ
う
。

エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
も
う

２月８日㈫から申し込みの受付を開始します

エ
コ
ハ
ウ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

Long time no see!

Nice to
  see you.
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新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載内容が変更になる場合があります。
最新の情報は市ウェブサイトをご覧いただくか、各問い合わせ先にご確認ください。



ガラスドームのハーバリウムアクセサリーづくり
３月１２日㈯・１３日㈰
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
材料費：５００円～
場所：なかまの館

ラミネート手形を残そう
３月５日㈯・６日㈰
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：１００円
場所：なかまの館
持ち物：お気に入りの写真

２月２１日㈪、２８日㈪、３月７日㈪、１４日㈪

おもちゃの修理屋さん
２月２６日㈯、３月１２日㈯ １０：００～１２：００
場所：なかまの館
主催：玩具の修理屋さん

初心者のためのやさしいギター講座（全１回）
２月１９日㈯ １０：００～１５：００
場所：なかまの館
講師：ＴＯＭ石川さん （ギタープレイヤー）
持ち物：昼食、ギター

世界で一つだけの手づくり紙芝居講座（全１回）
２月２０日㈰ １０：００～１５：００
材料費：１,５００円
場所：なかまの館
講師：マーガレット一家・紙芝居のたっちゃん
持ち物：昼食

スクラップブッキング着色講座
～オリジナルファブリックパネルづくり～（全１回）
３月５日㈯ １０：００～１５：００
材料費：３,０００円
場所：なかまの館
講師：宮脇史枝 （国際スクラップブッキング協会

ＩＳＡ２級インストラクター・公園スタッフ）
持ち物：Ｌ判写真１枚（タテヨコどちらでも可）、昼食

初心者向け！風景画油絵講座（全２回）
３月５日㈯・６日㈰ １０：００～１５：００
材料費：２回で５,０００円
場所：土の工房
講師：青峰美術院 菅沼昭彦（公園スタッフ）
持ち物：昼食、汚れてもいい服装
※両日参加できる方に限ります

絵心あればこんな字に～書道講座～（全１回）
３月６日㈰ １０：００～１５：００
材料費：１,０００円
場所：なかまの館
講師：中山峰鶴さん（書象会 日展２回入選）
持ち物：筆、下敷、文鎮、すずり（あれば）、昼食

※イベントの日程は、天候や主催者の都合により変更にな
る場合があります。変更は公園ホームページにて随時
お知らせいたします。

※各イベントは、材料がなくなり次第、受付終了となります。

お 知 ら せお 知 ら せ

ボランティア募集のお知らせボランティア募集のお知らせ

対象：飯田下伊那地区に在住の
小学３年生～中学３年生

募集人数：若干人（応募多数の場合は選考となります）
年会費：３,０００円（年間保険料を含む）
活動場所：平成記念かざこし子どもの森公園
活動日時：月２回 土曜日／１０：００～１２：００
活動期間：４月～令和５年３月
応募方法：公園ホームページ内の申し込みフォームより

ご応募ください。
募集期間：２月１日㈫～３月２２日㈫

対象：中学生以上
※ボランティア証明書を発行できます。

申込方法：電話でお申し込みください。

飯田少年少女発明クラブ
令和４年度 新規クラブ員＆指導員募集
当園内で活動している「飯田少年少女発明クラブ」

の令和４年度新規クラブ員を募集しています。

当園では、イベント（森森子ども大学）や子育て支援
事業（親子であそぼ♪森っこ）のお手伝いをしていた
だける方を随時募集しています。ボランティア活動を
通じて、地域の皆さんとつながってみませんか？

休館日 （２月１５日～３月１４日の期間中）

森森市民大学（市民のみなさんによる活動）

森森大学院（大人向け体験学習講座）
※対象：中学生以上　　　※全講座予約制
※電話または公園ホームページ内の申し込みフォームで
お申し込みください。
※ご予約期間は特記がない場合、各講座の開講３日前
までです。（定員になり次第締め切り）

飯田少年少女発明クラブ
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公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/~kazetaro/

飯田市立動物園／☎０２６５（２２）０４１６
https://iidazoo.jp

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
https://kawaranbe.net

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

セロハンでステンドグラスづくり
２月１９日㈯・２０日㈰
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：５０円
場所：なかまの館

クラフトパーク
２月２３日㈷ １０：００～１５：００
材料費：各ブースによって異なります
場所：なかまの館

和紙でつくるおひなさま
２月２６日㈯・２７日㈰
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：２００円
場所：なかまの館

動物の耳展
３月３日㈭～
場所：コンドル舎前の掲示スペース
★３月３日は「耳の日」ということで動物たちの耳について展示
を行います。

２月２１日㈪、２４日㈭、２８日㈪、３月７日㈪、１４日㈪

※動物の体調により、内容の変更・中止になることがあ
ります。ホームページやツイッターで情報を発信しま
すのでご確認ください。

モルモット、ヤギ、ヒツジ、リクガメのふれあい
※寒さのため終了しました。３月１９日㈯に再開予定です。
※動物の体調により再開が延期する場合もあります。

石ころ標本箱作り
３月５日㈯ ９：００～１１：００
対象：子どもと保護者
講師：村松 武 （美術博物館）
内容：石の種類を調べて標本にします

ヒラタケ作り
３月１２日㈯ ９：００～１１：００
対象：子どもと保護者
講師：かわらんべスタッフ
内容：栽培を通じてキノコのことを学びます

ウォーキングで健康生活
２月１７日㈭ １３：３０～１５：３０
対象：成人
講師：酒井浩文さん （ソウル五輪競歩代表）
内容：かわらんべ周辺を歩きます

木や枝ですてきなヒナ人形作り
２月１９日㈯ ９：００～１１：００
対象：子どもと保護者
講師：今村公人さん （地元の木工作名人）
内容：木や和紙でひな人形を作ります

「ざざ虫」 をさがそう
２月２６日㈯ ９：００～１１：００
対象：子どもと保護者
講師：かわらんべスタッフ
内容：真冬の川でザザムシ調べ

休園日 （２月１５日～３月１４日の期間中）

毎週土日・祝日のイベント （定期）

森森子ども大学（誰でも参加できる体験イベント）

※材料費・参加費については、
特に記載のないものは無料。

ホームページやお電話で募集状況を
確認の上、お申し込みください。
感染予防や安全管理のため募集定員
を設定しています。このため本誌回覧
の頃には受付終了となっている場合
もあります。

かわらんべ
ホームページ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載どおり行われない場合があります。
最新の情報は市ウェブサイトをご覧いただくか、各問い合わせ先にご確認ください。
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行政相談

ポルトガル語
タガログ語・英語
中国語

悩みごと
法律相談

教育相談
子育て相談
教育支援・就学相談
家庭児童相談
こころの相談日

一般相談

成年後見相談

毎月第２火曜日

火・木 曜 日
水・金 曜 日
月・火・木・金曜日

月 ～ 金 曜 日
毎月第３火曜日

月 ～ 金 曜 日

月 ～ 金 曜 日

毎月第２月曜日
偶数月第１月曜日
奇数月第１月曜日

毎月第２・４木曜日

月 ～ 金 曜 日

月 ～ 金 曜 日

月 ～ 金 曜 日
火 曜 日
金 曜 日
毎月第２・
第３日曜日

月～金曜日

月 ～ 金 曜 日

月 ～ 金 曜 日

毎月第４日曜日
（相談のみ随時受付可）

１３：００～１６：００

１３：００～１７：００
１３：００～１７：００
１３：００～１７：００

 ８：３０～１７：１５
１３：３０～１６：３０

 ８：３０～１７：００

 ８：３０～１７：１５

１３：３０～、１５：００～
１7：００～１9：００
１７：００～２０：００

毎月第３月曜日 １3：００～１5：００
１３：００～１７：００

１２：３０～１５：３０

 ８：３０～１７：１５

 ８：３０～１７：３０

１３：３０～１５：００

 ８：３０～１７：３０

 ８：３０～１７：３０

 ８：３０～１７：３０

 ８：３０～１７：３０

１３：００～１５：００

市役所A棟１階

市役所A棟１階
市役所C棟１階

市役所A棟３階

飯田市保健センター相談室

市役所保健センター２階

勤労者福祉センター

市役所C棟１階

さんとぴあ飯田

さんとぴあ飯田

飯田市生活就労支援センター
（まいさぽ飯田）
いいだ地域包括支援センター
いがら地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
いいだ成年後見支援センター

総務文書課　内線２１１１

子育て支援課　内線５７３９
男女共同参画課　内線５４５２

教育相談室　☎０２６５（５３）８７３０
内線５３４３
内線５３４２
内線５３０１
保健課保健指導係　内線５５３４

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
産業振興課　☎０２６５（５３）６０７８
南信労政事務所　☎０２６５（７６）６８３３

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６０（３４）１０６６
☎０２６５（５３）９４１１
☎０２６５（５３）３１８７

不妊・不育相談

就活相談
中小企業経営者のた
めの経営悩み相談

巡回労働相談

消費生活相談
（多重債務相談を含む）

特別相談
法律相談

結婚相談

障がいのある方の
相談
生活や就労などの
相談

高齢者の介護予防
や生活、介護保険、
認知症の相談

認知症の方や家族の
相談・交流

毎月第２・４水曜日
（４月無し、５月第２水曜日除く）

月 ～ 金 曜 日

１３：００～１６：００

１３：３０～１６：００
受付１５：３０まで

りんご庁舎２階
こども家庭応援センター

市役所A棟１階
（外国語相談窓口）

市役所A棟３階
飯田商工会議所
（常盤町４１）

さんとぴあ飯田
※本人の相談が原則
※本人・独身確認書類
　と写真１枚が必要

介護老人保健施設
ゆうゆう

男女共同参画課
内線５４５１

保健課健康推進係
内線５５１３

ジョブカフェいいだ　内線３５１４

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

飯伊圏域障がい者総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２　　

☎０２６５（４９）８８３０

☎０２６５（５３）６０４８

毎月第２・４木曜日 １０：００～１１：３０ ほっとカフェわたの実 社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８１

飯田市消費生活センター
☎０２６５（２２）４５３０

月 ～ 金 曜 日  ８：３０～１７：３０

ベトナム語 木 曜 日  ９：００～１２：００

 ９：００～１７：３０

飯田地方合同庁舎４階
法務局飯田支局人権相談　 火・金 曜 日  ９：００～１６：００ 飯田人権擁護委員協議会

☎０２６５（２２）００１４

相 談 名 相 談 日 時  間 場  所 問 い 合 わ せ

外
国
語
相
談

心
配
ご
と

相
談

女
性
の
た
め
の

相
談

平
日

休
日

相談は無料、
秘密は厳守します。

は予約制です。
※相談日は祝日などにより変更することがあります。

毎月第３木曜日  ９：００～１６：００ 市役所C棟２階 南信州地域振興局女性相談支援員
☎０８０（８４９２）６４８１就業相談
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さまざまな媒体で情報発信しています。さまざまな媒体で情報発信しています。

暮らしに便利な情報をデータ放送で配信しています。

飯田市の政策や行事などを紹介します。

市議会開会中は議会の様子を生中継で放送します。

★データ放送 「結チャンネル」 １２チャンネル１２チャンネル

市役所からのお知らせ
暮らしの情報（休日当番医、市民バス情報、
ごみ収集カレンダーなど）
緊急情報
市内イベント情報
お悔やみ

市からのお知らせをお届けします。
★広報いいだの風

さまざまなテーマで市民の声をお届けする市の企画
番組です。

★かざこし歳時記

飯田市からのお知らせを、英語・ポルトガル語・
中国語でお届けしています。

★外国語広報

地区のお知らせ
気象情報
南信州新聞社Ｎｅｗｓ  など

放送日程

★議会中継 ７１４チャンネル７１４チャンネル

★テレビ広報 ～市民のみなさんへ～
地デジ１１チャンネル（７１３チャンネル）地デジ１１チャンネル（７１３チャンネル）

月～金曜日／
７：３０～、８：３０～、１２：３０～、１７：３０～、１８：３０～
土曜日／１１：３０～

月～金曜日／
８：４０～ （再放送１２：４０～、１７：４０～）

◉「Ｗｅｅｋｌｙかざこし」と題して、一週間の
かざこし歳時記をまとめて放送します。
土・日曜日／１７：００～１８：００

土・日曜日／１８：００～１８：３０

◎番組表は「いいだＦＭ」のホームページでチェック！

※画面イメージ

※第５週の放送はありません。

放送日 放送時間（主な放送時間）

くらしの情報やイベント情報など、最新情報を掲載！
全ページスマートフォン対応！

Instagram

Facebook Twitter

飯田市

いいだ FM

  ８：３０～
１２：００～
１８：１５～
２２：１５～

  ９：３０～
１４：３０～
１９：１５～
２３：１５～

  ８：３０～
１２：００～
２１：００～

  ９：３０～
１８：００～
２３：３０～

２月の放送予定
心がほっとあたたまるユニバーサルデザイン

２１日㈪～
２５日㈮

２６日㈯・
２７日㈰

YouTube



発行日：令和４年２月１日　発行：長野県飯田市　編集：市長公室 秘書広報課　〒３９５‒８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４　☎０２６５（２２）４５１１　印刷：ユニプリント株式会社
飯田市の人口（１２月末現在）■人口＝９８,３８５人（前月比－１３０）男４７,４７６人／女５０,９０９人  ■世帯数＝４０,０７７世帯（前月比－３７）

開館時間
場 所
観 覧 料

●
●
●

９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで）
自然展示室内トピック展示コーナー
一般…１５０円、高校生…１００円、小中学生…５０円
（２０２１年飯田人形劇フェスタワッペンで小中高校生無料）

開催期間

白花のヒメスミレサイシン▶

紫花のスミレ▶

▲
黄花のキバナノコマノツメ

自然トピック展示

スミレは、小さく可憐な春の花
です。全国に約６０種類、長野県
では４２種類の自生が確認され
ています。展示では、本州中部の
スミレたちを写真や標本で紹介
し、したたかに生きる小さな花の
魅力にせまります。

名古屋フィルハーモニー交響楽団とともに、音楽を「楽しむ」 「学ぶ」４日間。
音楽を通して、人と人、地域が再びつながる音楽祭へ！

◉最新情報は音楽祭公式ホームページやFacebookをご覧ください。 オケ友

オケ友の趣旨に賛同し、応援してくださる個人の方からの協賛金を募集します。
一口：１０,０００円
お礼：一口ごと、名フィル「名曲コンサート」のチケットを１枚進呈します。

パンフレットへお名前を掲載します（希望される方のみ）。
申込方法：飯田文化会館窓口または音楽祭公式ホームページの申込

フォームからお申し込みください。
申込締切：２月２４日（木）

企画から当日の運営まで、一緒にオケ友を
つくる実行委員を随時募集しています。
対象：飯田下伊那に在住または勤務す

る１８歳以上の社会人で、主に平
日の夜間に開催する会議や音楽
祭当日の運営に参加できる方

申込方法：電話でお申し込みください。

三六災害
から６０年

当時と現在、
  あの場所は

【三六災害】
昭和３６年６月の激しい雨は、伊那谷に死者・行方不明者
１３６人、浸水戸数１８,４８８戸に及ぶ被害をもたらした。

虚空蔵山から流れ出た土砂は、市街地
を流れる王竜寺川や松洞川をはじめ、
飯田駅周辺を埋め尽くしました。あふれ
出た土砂は、知久町１丁目まで到達しま
した。

場所：知久町踏切周辺
［国土交通省天竜川上流河川事務所所蔵］
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